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浜
田
市
市
民
憲
章（

平
成
18
年
10
月
１
日
制
定
）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
自
然
と
温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

　

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

こ
の
憲
章
を
定
め　

力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り　

よ
い
習
慣
を
育
て

　
　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

心
身
の
健
康
に
心
が
け　

明
る
い
家
庭
を
築
き

　
　

ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

働
く
喜
び
と
誇
り
を
も
ち

　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

郷
土
を
愛
し　

教
養
を
高
め

　
　

文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

高
齢
者
を
う
や
ま
い　

こ
ど
も
を
は
ぐ
く
み

　
　

み
ん
な
が
助
け
合
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

命
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

　
　

お
互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

今年も華麗に咲かせます！
夜空に大輪の花を‼

　主な内容

浜田市表彰 …………………………………………………Ｐ２

秋季全国火災予防運動 ……………………………………Ｐ３

子育て＆健康ひろば ………………………………Ｐ14～Ｐ17

　来秋の開所にむけ、収容施設エリアとなる広大な敷
地内では、たくさんの重機や工事車両が行き交い、た
くさんの方々によって作業が進められています。
　高台から建設現場を臨むと、その規模の大きさに感
嘆！また、山の木々の合間から見えるクレーンの先端
は、まるで動物が頭を覗かせているようで何ともユー
モラスです。
　今年しか見ることのできない“旭の秋の風景”です。

島根あさひ社会復帰促進センター建設中 !

この秋限定の風景！この秋限定の風景！
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市
で
は
毎
年
、
各
分
野
で
市
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
た
個
人
や
団
体

を
表
彰
し
、
多
年
の
ご
功
労
に
感

謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
10
月
１
日
㈪
、
次
の
人
に
表
彰

状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。（
敬

称
略
・
年
令
は
10
月
１
日
現
在
）

《
地
方
自
治
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
浜
田
市
消
防
団

員
と
し
て
地
域
防
災
に
努
め
、
地

方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

東　
　

清
司
（
64
歳
・
蛭
子
町
）

岩
崎　

良
友
（
55
歳
・
西
村
町
）

牛
尾　

健
三
（
57
歳
・
内
村
町
）

内
田　

幸
孝
（
55
歳
・
内
田
町
）

迫　

敏
彦
（
47
歳
・
長
沢
町
）

大
屋　

正
史
（
50
歳
・
宇
野
町
）

口
羽　

一
則（
51
歳
・
宇
津
井
町
）

杉
田　
　

清
（
59
歳
・
大
金
町
）

橋
本　

道
廣
（
60
歳
・
長
浜
町
）

原
田　
　

裕
（
46
歳
・
長
沢
町
）

福
田　

辰
夫
（
55
歳
・
西
村
町
）

山
本　

久
志
（
47
歳
・
佐
野
町
）

古
城　

秀（
51
歳
・
金
城
町
久
佐
）

渡
邉　

庄
信（
53
歳
・
金
城
町
七
条
）

田
村　
　

豊（
50
歳
・
旭
町
市
木
）

樋
口　

誠
二（
47
歳
・
旭
町
山
ノ
内
）

藤
本　

静
晴（
57
歳
・
旭
町
木
田
）

原　

利
信（
53
歳
・
弥
栄
町
大
坪
）

田
畑　

敬
二（
56
歳
・
三
隅
町
三
隅
）

《
民
生
事
業
功
労
》

・
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て

社
会
福
祉
活
動
の
推
進
と
青
少
年

健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
川　

泰
昭
（
61
歳
・
田
橋
町
）

島
田　

道
州（
67
歳
・
弥
栄
町
小
坂
）

・
多
年
に
わ
た
り
私
立
保
育
所
所

長
と
し
て
保
育
の
増
進
に
努
め
、

児
童
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

本
田　

行
敬
（
58
歳
・
元
浜
町
）

《
公
衆
衛
生
保
健
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
、
公
衆
衛
生
関

係
団
体
役
員
と
し
て
生
活
環
境
整

備
に
努
め
、
環
境
衛
生
思
想
の
普

及
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
賀　

義（
78
歳
・
旭
町
都
川
）

《
農
林
水
産
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
漁
業
者
の
育
成

確
保
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
水
産

関
係
団
体
の
役
員
と
し
て
水
産
業

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

善
田　

奎
右
（
61
歳
・
国
分
町
）

《
商
工
業
功
労
》

・
多
年
に
わ
た
り
浜
田
商
工
会
議

所
の
役
員
と
し
て
商
工
業
の
発
展

に
努
め
地
域
経
済
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

岩
谷
百
合
雄（
62
歳
・
三
隅
町
湊
浦
）

・
多
年
に
わ
た
り
商
工
会
の
役
員

と
し
て
商
工
業
の
発
展
に
努
め
地

域
経
済
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

植
田　

勝
朋（
63
歳
・
金
城
町
長
田
）

川　

幹
男（
71
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

岡
村　

幸
男（
74
歳
・
金
城
町
七
条
）

西
谷　

友
紀（
68
歳
・
金
城
町
波
佐
）

角
田　

忠
良（
80
歳
・
弥
栄
町
木
都
賀
）

・
多
年
に
わ
た
り
浜
田
市
観
光
協

会
の
役
員
と
し
て
観
光
振
興
に
努

め
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

小
川　

憲
治
（
73
歳
・
黒
川
町
）

《
教
育
文
化
功
労
》

・
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
主
事
と

し
て
地
域
の
教
育
及
び
文
化
活
動

の
推
進
に
努
め
、
生
涯
学
習
の
伸

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

横
田　

重
實
（
69
歳
・
相
生
町
）

・
多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校

医
と
し
て
学
校
保
健
の
推
進
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

沖
田　

琇
二
（
64
歳
・
金
城
町
七
条
）

・
多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校

眼
科
医
と
し
て
学
校
保
健
の
推
進

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

河
野　

通
久
（
58
歳
・
殿
町
）

・
多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校

歯
科
医
と
し
て
学
校
保
健
の
推
進

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤　

享
志（
53
歳
・
金
城
町
宇
津
井
）

《
そ
の
他
の
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
石
見
の
近
代
史

を
調
査
研
究
し
「
濱
田
市
醫
師
會

史
」
等
を
執
筆
さ
れ
浜
田
市
の
文

化
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

藤
田　
　

亨
（
78
歳
・
浅
井
町
）

《
感
謝
状
贈
呈
》

　

ふ
る
さ
と
浜
田
を
愛
し
児
童
生

徒
の
教
育
に
熱
意
を
示
さ
れ
多
額

の
寄
附
に
よ
り
浜
田
市
の
教
育
及

び
文
化
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

坂
根　

正
弘
（
66
歳
）

平
成
19
年
度
浜
田
市
表
彰　
　

│
市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
37
人
を
表
彰
│

平成19年度浜田市表彰受賞者
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Ｑ　

現
在
浜
田
市
内
に
住
宅
を
新

築
中
で
今
年
末
に
完
成
し
ま
す
。

　
　

入
居
後
、
市
役
所
の
人
が
調

査
に
来
る
そ
う
で
す
が
、
ど
ん

な
こ
と
を
調
べ
る
の
で
す
か
。

　
　

ま
た
、
12
月
に
入
居
す
る
の

と
１
月
に
入
居
す
る
の
で
は
、

税
金
の
点
で
ど
の
よ
う
に
違
い

ま
す
か
。

Ａ　

新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家

屋
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税

を
計
算
す
る
た
め
に
税
務
課
の

職
員
が
家
屋
の
調
査
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

〈
家
屋
調
査
に
つ
い
て
〉

調
査
時
間　

概
ね
１
時
間
程
度

調
査
内
容　

家
屋
の
部
材
の
種
類

や
設
備
、
そ
れ
ら
の
使
用
面
積

や
数
量
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
他　

認
印
、
家
屋
の
平
面
図

や
仕
上
表
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
時
点
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
来
年
の
１
月
１
日
時
点
で
家

屋
が
完
成
し
て
い
れ
ば
、
入
居
や

登
記
の
有
無
に
関
係
な
く
来
年
度

か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
、

5
月
に
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

家
屋
の
完
成
が
来
年
１
月
２
日

以
降
で
あ
れ
ば
、
来
年
度
の
固
定

資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

所
得
税
で
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
今
年
は
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

家
屋
調
査
の
際
に
、
固
定
資
産

税
の
特
例
や
軽
減
措
置
、
所
得
税

の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
た
め
の
確
定
申
告
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

な
お
、
建
築
家
屋
の
正
確
な
把

握
と
家
屋
の
適
正
な
評
価
を
行
う

た
め
に
、
家
屋
の
新
増
築
や
解
体

を
さ
れ
る
際
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産
税

係
（
☎
本
庁
内
線
２
３
３
・
２

　

３
４
・
２
３
６
）

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
11
月
９
日
㈮

か
ら
15
日
㈭
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
目
標

・
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
低
減

を
は
か
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
早
期
設
置
を
促
進
す
る
。

・
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
町
内
会
等
が
一
体
と
な
っ

て
放
火
防
止
対
策
を
推
進
す
る
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７

つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、
火
の

元
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
期
間
中
、
浜
田
自
治
区
は

夜
９
時
に
火
災
注
意
信
号
（
サ
イ

レ
ン
30
秒
を
１
回
）
を
鳴
ら
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
の
自
治
区
は
行
政

防
災
無
線
な
ど
に
よ
る
放
送
を
行

い
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
、
放
送
に
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
消
防
本
部
予
防
課
）

11月浜田市議会臨時会日程（予定）

　今回の臨時会は、議会運営委員会や各常任委員
会の委員の任期満了に伴う改選、特別委員会の設
置などを行う予定です。

会期　11月19日～11月21日（３日間）

11月12日㈪  議会運営委員会（全員協議会）
　　19日㈪  本会議　開会、議会運営委員会
　　20日㈫  各常任委員会
　　21日㈬  本会議　閉会 (議会運営委員会)
　なお、上記日程は予定であり、開会１週間前の
議会運営委員会で正式に決定します。
　上記各会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付
けています。
　また、議会運営委員会、各常任委員会、全員協
議会の傍聴は、会場の都合により７人までの人数
制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
問い合わせ先　
　議会事務局（☎本庁内線５１６）

Ｑ＆Ａ

税
金
Ｑ
＆
Ａ

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

防
火
標
語　
『
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を
』
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平
成
19
年
度
は
、
昨
年
に
引
続

き
「
少
子･
高
齢
社
会
と
税
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
少
子
・
高
齢
社

会
に
お
け
る
税
の
意
義
や
役
割
な

ど
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め

の
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

国
税
庁
に
お
け
る
当
面
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
「
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

の
周
知
お
よ
び
利
用
促
進
」
に
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

税
を
考
え
る
週
間　
　
11
月
11
日
㈰
〜
17
日
㈯

少
子
・
高
齢
社
会
と
税

　

わ
が
国
で
は
、
少
子
・
高
齢
化

が
著
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い

ま
す
。
少
子
化
社
会
白
書
に
よ
る

と
、２
０
５
０
年
の
人
口
構
成
は
、

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
１
人
に
対

し
て
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
か
ら

65
歳
未
満
人
口
）は
１
．
５
人
と
、

「
超
少
子
高
齢
社
会
」
に
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
労
働

力
人
口
の
減
少
や
、
年
金
・
医
療

な
ど
の
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大

が
見
込
ま
れ
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の

財
源
と
な
る
税
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
ま
す
。

税
務
行
政
の
取
り
組
み

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
な

ど
に
よ
り
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
し
た
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
に
よ
り

納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
と
は

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続

①
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、

酒
税
お
よ
び
印
紙
税
の
申
告

②
全
税
目
の
納
税

③
申
請
・
届
出
な
ど

　

が
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

特
に
源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付

や
消
費
税
の
中
間
申
告
・
納
付
な

ど
、
利
用
回
数
の
多
い
手
続
に
は

便
利
で
す
。

個
人
は
、
更
に
便
利
で
す
！

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
カ
ン
タ
ン

申
告

②
最
高
５
、
０
０
０
円
の
税
額
控

除
③
添
付
書
類
が
提
出
不
要

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
税
務
署
総

務
課
（
☎
㉒
０
３
６
０
）

http://w
w
w
.nta.go.jp

人　権

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に
お
い

て
は
、
11
月
12
日
㈪
か
ら
18
日
㈰

ま
で
の
一
週
間
を
、
全
国
一
斉
強

化
週
間
と
し
て
設
定
し
、
県
に
お

い
て
も
、
次
の
と
お
り
電
話
相
談

を
行
い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
を
は
じ
め
、
日
常
生
活

で
の
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気

軽
に
お
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金　

無
料
（
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。）

期
間　

11
月
12
日
㈪
〜
18
日
㈰

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
）

電
話
番
号

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

問
い
合
わ
せ
先　

松
江
地
方
法
務

局
浜
田
支
局（
☎
㉒
０
９
５
９
）

　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
本
庁
内
線
３
４
５
・
３
４
６
）

女性に対する暴力をなくすために
～ＤＶは犯罪です～

　『11月12日～25日は“女性に対する暴力をなくす運動”期間です。』
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは配偶者や恋人など親
密な関係にある相手からふるわれる暴力のことで、身体的暴力だけ
でなく、精神的・性的暴力も含まれます。
　ＤＶは犯罪にもなる重大な人権侵害であるとともに個人の尊厳を
害するもので、決して許されるものではありません。

～ＤＶの被害を受けている人に～
　配偶者などからの暴力を一人で何とかしようと悩んだり、自分を
責めたり、「自分さえ我慢すれば」とあきらめたりしていませんか？
　家庭内の暴力を人に相談するのは勇気のいることですが、このま
ま暴力を受け続けることにより、自分自身や子どもに大きな傷を負
わせる可能性もあります。
　一人で悩まずに、まず相談してください。
　秘密は厳守され、あなたと一緒に解決策を考えます。

～身近な人がＤＶを受けているのに気づいた人に～
　ＤＶは家庭内で行われることが多く、外部から発見することが困
難です。また、被害者も保護を求めることをためらうことから、「Ｄ
Ｖ防止法」では、配偶者などからの暴力を受けている人を発見した
人は通報するよう努めると定められています。
　被害者に対し、受けている暴力がＤＶにあたることを伝え、相談
窓口に相談するよう助言してください。

料金　無料
相談窓口（電話相談も可）
　浜田児童相談所【女性相談窓口】（☎㉘３４３４）
　子育て支援課児童家庭相談係 （☎本庁内線１６７）
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前
回
の
大
手
門
（
図
書
館
前
）

か
ら
、
い
よ
い
よ
今
回
は
城
内
の

散
策
に
入
り
ま
す
。

御
殿

　

大
手
門
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
ま

ず
目
に
つ
く
の
は
、
御
殿
で
す
。

御
殿
は
２
か
所
あ
り
、
一
つ
は
築

城
以
来
の
御
殿
で
、
現
在
の
浜
田

税
務
署
前
の
国
道
９
号
線
周
辺
に

あ
り
ま
し
た
。
後
に「
表
御
居
間
」

や
「
大
広
間
」
と
呼
ば
れ
た
建
物

で
す
。
そ
の
奥
に
は
庭
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
御
殿
が
狭
く
な
り
、

現
在
の
教
会
や
ホ
テ
ル
の
あ
る
あ

た
り
に
南
御
殿
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
南
御
殿
の
部
屋
に
つ
い
て

は
、
書
院
、
広
間
、
玄
関
、
茶
ノ

間
、
台
所
等
の
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
南
御
殿
で
は
、
享

和
３
年
（
１
８
０
３
）
に
「
高
殿
」

と
呼
ば
れ
る
三
階
建
て
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
建
物
が
新
築
さ
れ
て
お

り
、
櫓や

ぐ
ら

と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
南
御
殿
に
も
、

庭
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

御
殿
は
、
主
に
公
式
行
事
に
使

用
さ
れ
、
南
御
殿
は
参
勤
交
代
に

よ
り
国
元
に
帰
っ
て
き
た
藩
主
の

私
的
生
活
や
簡
単
な
行
事
が
営
ま

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

茶
屋

　

ま
た
、
御
殿
と
南
御
殿
の
後
ろ

に
、「
夕
日
ヶ
丘
」
と
呼
ば
れ
る

標
高
26
ｍ
の
小
さ
な
丘
陵
が
あ
り

ま
す
が
、
初
代
藩
主
の
古
田
重
治

は
築
城
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
城
郭

に
取
り
込
ん
で
、
当
時
は
「
夕
日

ノ
丸
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

の
「
夕
日
ノ
丸
」
の
山
頂
に
は
、

夕
日
茶
屋
、
中
腹
尾
根
に
朝
日
茶

屋
、
そ
し
て
中
腹
斜
面
に
は
正
保

３
年
３
月
（
１
６
４
６
）
に
風
雨

に
よ
っ
て
破
損
し
た
櫓
の
跡
へ
櫓

台
茶
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
「
夕
日
ノ
丸
」
は
、
浜

田
川
を
挟
ん
で
城
下
を
一
望
で
き

る
地
で
あ
り
、
茶
屋
と
し
て
の
性

格
の
み
で
な
く
、
櫓
と
し
て
の
性

格
も
合
わ
せ
も
っ
て
い
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
興
味
深
い

の
は
、
神
社
も
祭
っ
て
あ
り
、
祭

礼
の
日
に
は
、
家
臣
と
そ
の
家
族

も
参
詣
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

藩
主
が
国
元
に
い
る
時
は
、
参

詣
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
御
殿
や
茶
屋
の
痕
跡
は

全
て
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
往

時
を
偲
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

 　

さ
て
、
次
回
の
歴
史
の
散
歩
道

は
、
い
よ
い
よ
登
城
道
と
中
ノ
門

の
散
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
文
化
振
興
課
）

「
浜
田
城
」

　
歴
史
の
散
歩
道

　
　
　
　
　
　
そ
の
３

左手のホテル周辺が南御殿、中央の山が「夕日ヶ丘」、
国道の交差点の奥が御殿（現在）

　

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
に
お

い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
の
介
護
保
険
料
の
納
付
証

明
書
が
必
要
な
人
に
は
、「
介
護

保
険
料
払
込
額
の
お
知
ら
せ
（
年

末
調
整
用
）」
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
告
者
が
生
計
を
一

に
す
る
配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族

の
負
担
す
べ
き
介
護
保
険
料
を
支

払
っ
た
場
合
の
取
り
扱
い
は
、
①

②
の
と
お
り
で
す
。

①　

配
偶
者
や
親
族
の
介
護
保
険

料
が
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
（
申
告
者
名
義
の
口
座
）
で

納
付
（
普
通
徴
収
）
さ
れ
た
場

合
で
、
そ
の
介
護
保
険
料
を
申

告
者
が
代
わ
り
に
支
払
っ
て
い

る
と
き
に
は
、
申
告
者
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

例　

子
が
親
の
介
護
保
険
料
を
、

納
付
書
や
口
座
振
替
（
子
名
義

の
口
座
）で
納
付
し
た
場
合
は
、

支
払
っ
た
子
の
社
会
保
険
料
控

除
に
使
え
ま
す
。

②　

配
偶
者
や
親
族
が
受
け
る
公

的
年
金
な
ど
か
ら
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
る
介
護
保
険
料

は
、
配
偶
者
や
親
族
自
身
が
支

払
っ
た
も
の
で
あ
り
、
申
告
者

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

例　

夫
が
妻
を
扶
養
（
配
偶
者
控

除
）
に
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
妻
が
自
分
の
年
金
か
ら

天
引
き
で
介
護
保
険
料
を
納
め

て
い
る
場
合
に
は
、
夫
の
社
会

　

保
険
料
控
除
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

※　

特
別
徴
収
分（
年
金
天
引
き
）

は
社
会
保
険
庁
な
ど
か
ら
年
明

け
に
郵
送
さ
れ
る
「
平
成
19
年

分
源
泉
徴
収
票
」
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※　
「
平
成
19
年
分
源
泉
徴
収
票
」

を
紛
失
し
た
場
合
で
、
特
別
徴

収
分
も
含
め
て
証
明
が
必
要
な

人
は
、
平
成
20
年
1
月
16
日
以

降
に
、
本
組
合
ま
た
は
市
本
庁

（
健
康
長
寿
課
・
各
支
所
）
窓

口
で
、「
介
護
保
険
料
払
込
額

の
お
知
ら
せ
（
税
等
申
告
用
）」

の
交
付
を
受
け
、
平
成
20
年
1

月
31
日
ま
で
に
勤
務
先
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
出
来
る
人　

本
人
お
よ
び
同

居
親
族

※　

交
付
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。（
印
章
は
不
要
で
す
が
、

本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
な

ど
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。）

交
付
出
来
る
日　

11
月
16
日
㈮
〜

※　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

交
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

浜

田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保

険
課
（
☎
㉕
１
５
２
０
）

左手に「高殿」を有す南御殿、後の山が「夕日ヶ丘」、
図面中央が御殿、右手が大手門（江戸時代）

交 付

年
末
調
整
用
納
付
証
明
書

の
交
付
に
つ
い
て
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10
月
の
上
旬
、
私
に
と
っ
て
は
約

20
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
が
、
縁
あ
っ

て
信
濃
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
６
月
１
日
号
で
も
紹
介
し

ま
し
た
が
、
島
村
抱
月
の
ゆ
か
り
で

「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
交
流
事
業
」

が
長
野
市
で
開
か
れ
た
か
ら
で
す
。

松
井
須
磨
子
の
出
身
地
で
あ
る
長
野

市
松
代
町
、
作
曲
家
の
中
山
晋
平
の

中
野
市
そ
し
て
作
詞
家
相
馬
御
風
の

新
潟
県
糸
魚
川
市
と
、
平
成
の
合

併
を
経
て
４
市
の
交
流
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
元
年
に
旧
金

城
町
の
呼
び
か
け
で
発
足
し
「
再
来

年
20
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業

が
浜
田
市
で
開
催
と
な
る
予
定
だ
か

ら
是
非
市
長
に
長
野
ま
で
出
か
け
て

も
ら
い
た
い
。」
と
の
要
請
に
応
え

た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
訪
問
に
あ
た
り
、
松
井
須

磨
子
の
墓
参
り
を
行
い
、
ま
た
市
民

交
流
団
体
で
あ
る
「
な
が
の
市
民
の

会
」
の
方
た
ち
と
も
面
会
し
ま
し
た

新・お元気ですか　 
浜田市長 宇津徹男

が
、
祢
津
栄
喜
会
長
（
長
野
市
議
）

の
話
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
抱

月
に
私
淑
し
て
い
た
「
中
山
晋
平
の

紹
介
で
抱
月
と
須
磨
子
は
知
り
合
う

こ
と
に
な
る
。」「
大
正
時
代
の
当
時

の
風
潮
は
、
若
い
女
性
が
歌
手
に
な

る
た
め
上
京
し
て
も
、
勘
当
さ
れ
て

故
郷
を
出
て
行
く
時
代
だ
っ
た
。」

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
で
一
世
を
風
靡

し
た
の
だ
が
、
抱
月
が
ス
ペ
イ
ン
風

邪
で
急
死
し
て
「
あ
と
を
追
っ
た
」

須
磨
子
へ
の
故
郷
の
目
が
冷
た
か
っ

た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

生
家
小
林
家
の
墓
地
に
須
磨
子
は
葬

ら
れ
る
の
で
す
が
墓
標
も
な
い
状
態

で
し
た
。
不
憫
に
思
っ
た
祢
津
会
長

が
、
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
を
彫
り
込

ん
だ
須
磨
子
の
碑
を
建
立
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

折
し
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

で
山
本
勘
助
が
主
役
の
風
林
火
山
が

放
映
さ
れ
、
そ
の
舞
台
と
な
る
川
中

島
が
長
野
市
松
代
町
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
真
田
幸
隆
が
武
田
側
の
武
将
と

し
て
登
場
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
孫

に
あ
た
る
信
幸
を
先
祖
に
し
て
14
代

続
い
て
お
り
、
現
当
主
の
爽
や
か
で

気
品
が
漂
う
真
田
幸
俊
さ
ん
に
も
会

い
ま
し
た
。
今
回
で
52
回
を
迎
え
る

「
松
代
藩
真
田
十
万
石
ま
つ
り
」が
、

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
交
流
事
業
」

は
来
年
は
糸
魚
川
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

※　相談業務については秘密厳守としています。

内　　容 日　　時 場所（問い合わせ先）
火災のテレホンサービス 随時 ☎㉓４３４３
土砂災害情報テレホンサービス 随時 ☎㉔１５６０

行政・人権相談 毎週水曜日 市本庁１階　市民相談室
11月12日㈪ 午前10時～午後３時 旭　旭センター（行政相談は正午まで）

人権相談 11月15日㈭ 午前９時～午後２時 金城　久佐公民館

行政相談 11月12日㈪ 午前９時～正午 三隅　老人福祉センターみすみ荘
11月21日㈬ 金城　老人福祉センター

消費生活相談
月～金曜日（火・木曜日　午前10時～
　　　　　　午後３時は専門の消費者
　　　　　　相談員が対応）

市本庁環境課

法
テ
ラ
ス

・法トラブルに関する情報提供 月～金曜日　午前９時～午後９時
土曜日　　　午前９時～午後５時

コールセンター（☎０５７０-０７８３
７４）

・法トラブルに関する情報提供
・法律相談（要予約） 月～金曜日　午前９時～午後５時 法テラス浜田

（☎０５０３３８３-００２６）

法律相談（要予約） 金曜日　午前10時～午後４時
　（要予約）

石見法律相談センター
【本庁田町分室内（☎㉒４５１４）】

交通事故相談
　・交通事故相談員による無料相談
　・弁護士による無料相談
　　（要予約）

火・水・金曜日
午前９時～正午、午後１時～４時

第３水曜日
　午後１時15分～２時45分

いわみーる２階

（予約・連絡先）島根県交通事故相談
所　浜田支所（☎㉔９３４２）
松江本所（☎０８５２㉒５１０２・ FAX
０８５２㉒６５０９）

交通事故に遭われた人の保険金請求に
関する無料相談所（要予約、要面談）

月曜日～金曜日（祝日を除く）
午前９時～正午、午後１時～５時

㈳日本損害保険協会松江自動車保険請
求相談センター
（☎・ FAX０８５２㉔２１６５）

こころの健康相談（要予約） 11月５日㈪、12月５日㈬
午後１時30分～３時30分

浜田保健所健康増進グループ（片庭町）
☎㉙５５５０

外国人に関する無料法律相談
　（要予約）
　・外国人に関する一般相談もありま

す。

第４水曜日
午後１時～４時
月～金曜日　午前９時～午後５時

しまね国際センター西部支所【熱田
町2135-2浜田ポートセンター内（☎㉔
７４５６）】

第２月曜日（祝祭日の場合は第３月曜
日）　午後１時～４時

市本庁１階　市民相談室
（連絡先）島根県行政書士会事務局（☎
㉒２０７０・ FAX㉒２０７１）

出陣式前、真田家第14代当主真田幸俊氏と
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11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

　

近
年
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
件
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る

な
ど
重
大
な
事
件
も
多
発
し
て
お

り
、
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体

で
早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

言
葉
に
よ
る
脅
迫
・
適
切
な
食

事
を
与
え
な
い
・
極
端
に
不
潔
な

衣
服
お
よ
び
居
住
環
境
・
乳
幼
児

を
置
い
て
の
外
出
な
ど
は
い
ず
れ

も
虐
待
行
為
で
す
。も
し
、地
域
に

気
に
な
る
子
ど
も
が
い
ま
し
た
ら
、

浜
田
児
童
相
談
所
ま
た
は
子
育
て

支
援
課
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
の
発
生
予
防
、
早
期

発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
児
童
相
談
所

　
（
☎
㉘
３
５
６
０
）

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
相
談

係
（
☎
本
庁
内
線
１
６
２
、
１

６
７
）

11
月
は
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
す

　

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

の
大
き
な
変
化
の
中
で
、
非
行
・

不
登
校
・
引
き
こ
も
り
・
児
童
虐

待
な
ど
様
々
な
問
題
が
深
刻
化
す

る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
就
労
の

不
安
定
化
や
親
へ
の
依
存
の
長
期

化
な
ど
、
社
会
的
自
立
の
遅
れ
が

新
た
な
課
題
と
し
て
生
じ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
処
す
る
た

め
に
は
国
民
運
動
と
し
て
の
必
要

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
閣
府
で

は
11
月
を
「
全
国
青
少
年
健
全
育

成
強
調
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

健
や
か
に
育
ち
、
豊
か
な
人
間
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち

の
願
い
で
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
の
た
め
に
は
、
家
庭
や

学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
職
場

な
ど
社
会
全
体
が
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。（地

域
福
祉
課
）

点 検

使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品

を
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

古
く
な
っ
た
家
電
製
品
に
よ
る

火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
期
間
の
長
い
扇
風
機
、
テ

レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
等
家

電
製
品
を
使
用
す
る
と
き
に
は
、

必
ず
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
使
用
す
る
際
に
は
よ
く

確
認
し
、
異
常
を
発
見
し
た
場
合

は
早
急
に
使
用
を
中
止
し
、
販
売

店
、
メ
ー
カ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
課
）

ごみ袋

燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
の
材
質

を
変
更
し
ま
し
た

　

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

処
理
工
程
上
、
袋
が
破
れ
に
く
く

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
燃
や
せ

る
ご
み
の
袋
（
家
庭
用
・
事
業
所

用
）
の
材
質
を
変
更
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
環
境
課
）

11月から東京便の航空ダイヤが変わります！

☆秋の読書週間行事のお知らせ　パート2☆

内　　容 日時・場所・対象

本のリサイクル市
家庭で不要になった本
を必要な人に持って
帰ってもらい、再利用
してもらいます。

11月11日㈰　午前９時30分～
図書館１階　ロビー

講座
「万葉集
　　防人のうた」

牛尾毅さんを講師に迎
え、万葉集に載せられ
ている防人歌について
講話してもらいます。

11月17日㈯　午前10時～正午
図書館２階　会議室
対象　高校生以上
定員　先着25人（電話で申し
　込んでください。）

便名 出発 到着 便名 出発 到着
575 7：20 9：05 576  9：35 10：55
27 14：00 大阪

15：00 17：05 1652 17：30 大阪
18：30 20：101651 16：00 38 19：00

新ダイヤ
●
東
京
便

便名 出発 到着 便名 出発 到着
1651 16：00 17：05 1652  17：30 18：30

変更ありません
●
大
阪
便

東京
TOKYO

萩・石見
HAGI・IWAMI

東京
TOKYO

大阪
OSAKA

萩・石見
HAGI・IWAMI

大阪
OSAKA

　11月１日㈭から萩・石見空港発着の東京便、大阪便の航空ダイヤ
は次のとおりです。

問い合わせ先　萩・石見空港利用拡大促進協議会
　（☎０８５６㉓０９９０）

　前号に引き続き、浜田図書館で計画している
秋の読書週間行事を紹介します。

申し込み・問い合わせ先　浜田図書館（☎㉒０４８０）

平
成
19
年
度
推
進
月
間
標
語

『
き
こ
え
る
よ
耳
を
す
ま
せ
ば
心
の
さ
け
び
』
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図

書

館

情

報

浜田図書館（☎㉒０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○11月の休館日　３日、23日、30日

金城図書館（☎42１８２３）
○開館時間 
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

旭図書館（☎45１４４０、旭教育課）
○開館時間 
　午前９時～午後５時
○休館日　日曜日および祝日

ね
ぼ
す
け　

は
と
ど
け
い

ル
イ
ス
・
ス
ロ
ボ
ド
キ
ン

お
ひ
さ
ま
の
く
に
へ　
　

松
井
友

あ
き
に
で
あ
っ
た
お
と
も
だ
ち

亀
岡
亜
希
子

う
え
き
ば
ち
で
す　
　
　

川
端
誠

ふ
し
ぎ
な
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
さ
ん

み
や
に
し
た
つ
や

ち
き
ゅ
う

Ｇ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
カ
ラ
ス

ぼ
く
、
カ
ギ
を
の
ん
じ
ゃ
っ
た
！

ジ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ン
ト
ス

点
と
線
の
ひ
み
つ　
　

瀬
山
士
郎

子
ど
も
に
で
き
る
応
急
手
当

カ
レ
ン
・
ブ
ー
ラ
ー
・
ゲ
イ
ル

日
本
の
島
大
研
究

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
編
著

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

金

城

図

書

館

浜

田

図

書

館

■
新
着
図
書
案
内
■

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
１
３
４

吉
野
万
理
子

　

中
学
時
代
、
憧
れ
て
い
た
同
級

生
・
夕
輝
と
の
行
き
違
い
で
い
じ

め
に
遭
っ
た
悠
里
。
18
年
ぶ
り
に

会
っ
た
二
人
は
、
過
去
を
忘
れ
た

か
の
よ
う
に
触
れ
合
う
が
・
・
・
。

■
大
人
向
け
の
本
■

は
た
ら
き
も
の
の
ナ
マ
ケ
モ
ノ

斉
藤
洋

　

日
曜
日
の
朝
は
、
な
に
か
が

ち
が
う
。
い
つ
も
よ
り
、
お
そ

く
ま
で
ね
て
い
ら
れ
る
し
、
ふ

し
ぎ
な
こ
と
も
、
い
ろ
い
ろ
お

こ
る
。
さ
て
、
ぼ
く
の
ば
あ
い

は
・
・
・
・
・
・
。

★　

よ
み
き
か
せ

ス
ワ
ン
ソ
ン
グ　
　
　

大
崎
善
生

風
紋　
　
　
　
　
　

大
庭
み
な
子

風
の
音
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
か

小
笠
原
慧け

い

夜
明
け
の
縁
を
さ
迷
う
人
々

小
川
洋
子

サ
ク
リ
フ
ァ
イ
ス　
　

近
藤
史
恵

あ
な
た
の
呼
吸
が
止
ま
る
ま
で

島
本
理
生

幻
夢　
　
　
　
　
　
　
　

藤
沢
周

果
て
の
花
火　
　
　

松
井
今
朝
子

地
中
海
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
遺
跡
の
旅

　
　
　
　
　
　
　

樋
口
隆
康

ウ
ェ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門斉

藤
和
巳

日
時　

11
月
２
日
㈮
、
９
日
㈮
、

16
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

場
所　

お
は
な
し
の
へ
や

日時　11月23日㈮
　午前10時～11時
場所　みどりかいかん大集会室

絵本作家「とよたかずひこ」
さんの読み聞かせ講演会

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

10
ぱ
ん
だ　
　
　
　

岩
合
日
出
子

あ
き
は
い
ろ
い
ろ　
　

五
味
太
郎

こ
ん
た
の
お
つ
か
い

田
中
友
佳
子

幸
せ
さ
が
し　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴

す
て
き
な
す
て
き
な
ア
ッ
プ
ル
パ

イ　
　
　
　
　
　
　
　

寮
美
千
子

み
ん
な
の
せ
て　
　
　

あ
べ
弘
士

ね
ず
み
の
え
ん
そ
く　

も
ぐ
ら
の

え
ん
そ
く　
　
　
　
　

藤
本
四
郎

だ
じ
ゃ
れ
レ
ス
ト
ラ
ン

中
川
ひ
ろ
た
か

シ
ョ
コ
ラ
ち
ゃ
ん
の
お
で
か
け
ド

ラ
イ
ブ　
　
　
　

中
川
ひ
ろ
た
か

ど
う
ぶ
つ
わ
か
る
か
な
？

デ
ィ
ッ
ク
＝
ブ
ル
ー
ナ

■
大
人
向
け
の
本
■

あ
な
た
の
呼
吸
が
止
ま
る
ま
で

　
　
　
　

島
本
理
生

風
の
音
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
か

小
笠
原
慧

ド
リ
ー
ム　
　
　
　
　

吉
村
達
也

〈絵本のお楽しみ会はお休みします。〉

■
大
人
向
け
の
本
■

高
校
生
が
感
動
し
た｢

論
語｣佐

久
協

で
き
る
人
の
勉
強
法

安
河
内
哲
也

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

旭

図

書

館

ぼ
く
た
ち
は
、
い
つ
ま
で
も

　

関
谷
た
だ
し

ラ
ス
ト
・
ド
ッ
グ

ダ
ニ
エ
ル
・
ア
ー
ラ
ン
ハ
フ
ト

沈
黙
の
は
て
に

ア
ラ
ン
・
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン

め
ん
め
ん　

ば
あは

せ
が
わ
せ
つ
こ

な
ー
ら
ん
だ　
　
　
　

三
浦
太
郎

ま
め
う
し
の　

び
っ
く
り
な
あ
き

　
　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し

昭
和
す
ぐ
れ
も
の
図
鑑

小
泉
和
子

老
親
と
い
い
関
係
を
つ
く
る
会
話

術　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
次
也

こ
こ
ま
で
「
気
が
き
く
人
」

山
形
琢
也

親
子
で
う
き
う
き
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

あ
そ
び　
　
　
　
　
　

皆
川
尚
子

ぶ
き
っ
ち
ょ
さ
ん
の
編
み
こ
み

　
　
　
　

荒
井
佐
紀
子

漁
師
志
願　
　
　
　
　
　

山
下
篤

生
き
物
の
持
ち
方
大
全

　
　
　
　
　
　
　

松
橋
利
光

年末調整説明会のお知らせ
　平成19年分の年末調整のしかた、法定調
書、給与支払報告書の記載と提出について
説明会を開催します。
日時　11月22日㈭　午後２時～
場所　石央文化ホール
対象地区　浜田市全域
問い合わせ先　浜田税務署（☎㉒０３６０）
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広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合
　野原町（☎㉓１４６８）

～環日本海時代を展望した
人と地域の個性が輝く生活創造圏域～

平成19年度　浜田地区広域行政組合表彰
　地方自治の発展向上に尽力し、本組合のために貢献した功績
が特に顕著な人を次のとおり表彰しました。
　牛尾　公介（86歳・内村町）
　田中　啓治（81歳・三隅町古市場）

浜田地区広域行政組合表彰受章者

平成18年度決算の状況

平成18年度の決算は次のとおりとなりました。

平成18年度　浜田地区広域行政組合決算総括表

会計別 予算規模 歳入決算額 歳出決算額 翌年度へ繰り越すべき財源 差引残額

一般会計 2,334,625,000 2,333,893,003 2,319,635,143 0 14,257,860 

介護保険特別会計 8,391,305,000 8,432,397,030 8,132,289,482 1,344,000 298,763,548 

合　　計 10,725,930,000 10,766,290,033 10,451,924,625 1,344,000 313,021,408 

（単位：円）

平成18年度　一般会計の決算状況
歳　　入

区　分 金額（千円）構成比（％） 内　容

分担金及び負担金 579,172 24.8 市町村からの負担金

使用料及び手数料 24,648 1.1 ごみ処理手数料

国 庫 支 出 金 238,319 10.2 ごみ処理施設の建設に対する国からの補助金

財 産 収 入 3,297 0.1 土地・建物の貸付料や基金の利子など

繰 越 金 88,379 3.8 平成17年度一般会計からの繰越金

諸 収 入 8,378 0.4 事業実施に伴うその他の収入や預金利子など

組 合 債 1,391,700 59.6 ごみ処理施設の建設に伴う借入金

歳入合計 2,333,893 100.0 

平成18年度　介護保険特別会計の決算状況
歳　　入

区　分 金額（千円）構成比（％） 内　容

保 険 料 1,439,997 17.1 第 1号被保険者から徴収した保険料
分担金及び負担金 1,168,347 13.9 市町村からの負担金

使用料及び手数料 272 0.0 保険料の滞納にかかる督促手数料

国 庫 支 出 金 2,109,900 25.0 
・介護給付費国庫負担金
・介護保険事業への国からの
補助金

支払基金交付金 2,281,898 27.0 
診療報酬支払基金から支払わ
れる第 2号被保険者から徴収
した保険料

県 支 出 金 1,169,689 13.9 
・介護給付費県費負担金
・介護保険事業への県からの
補助金

財 産 収 入 0 0.0 
繰 入 金 0 0.0 

繰 越 金 262,089 3.1 平成17年度介護保険特別会計からの繰越金
諸 収 入 205 0.0 受託事業収入及び返納金など

歳入合計 8,432,397 100.0 

歳　　出
区　分 金額（千円）構成比（％） 内　容

議 会 費 285 0.0 組合議会の運営に要する経費

総 務 費 78,871 3.4 
地域振興費や、事務局
運営費など行政組合全
般に要する事務費

衛 生 費 2,182,199 94.1 
新ごみ処理施設の建設
費とごみ処理施設の管
理運営に要する経費な
ど

公 債 費 58,280 2.5 
新ごみ処理施設建設に
伴い借入れをした資金
の返済金など

予 備 費 0 0.0 

歳出合計 2,319,635 100.0 

歳　　出
区　分 金額（千円）構成比（％） 内　容

総 務 費 194,599 2.4 介護保険事業の運営に要する事務費

保 険 給 付 費 7,367,073 90.6
要介護、要支援者の居宅介護
サービス、施設介護サービス
などに要する費用

財 政 安 定 化
基 金 拠 出 金 837 0.0 

保険給付の安定的な運営を図
るための島根県介護保険財政
安定化基金への拠出金

地域支援事業費 155,408 1.9
要支援・要介護状態になるこ
との予防・悪化防止のための
事業

基 金 積 立 金 175,585 2.1 保険給付費に充てるための介護保険料を財源とした基金

公 債 費 86,667 1.1 島根県介護保険財政安定化基金への償還金
予 備 費 0 0.0 

諸 支 出 金 152,120 1.9 国庫補助金等の超過交付分の返納金など
歳出合計 8,132,289 100.0 
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誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

10
月
11
日
㈭
、
石
央
文
化
ホ
ー

ル
で
浜
田
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
４
０
０
人
が
参
加

し
、
防
犯
や
安
全
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
と
個
人
に
浜
田
市

防
犯
協
会
表
彰
を
行
い
、
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
に
は
浜
田
市

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
「
自
ら
の
安
全

は
自
ら
、
地
域
の
安
全
は
地
域
で

守
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
、
そ
し

て
一
人
ひ
と
り
が
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
こ
と

を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
を
記
念
し
て
、
町

内
会
活
動
で
い
ち
早
く
防
犯
活
動

を
取
り
入
れ
た
安
全
安
心
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
河
原
広
弥
さ
ん
の
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
河
原
さ
ん
の
話
は

実
体
験
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
必
要
さ

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
誰
も
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る

大
会
宣
言
を
決
議
し
ま
し
た
。

浜
田
市
防
犯
協
会
表
彰

平
成
19
年
度
地
域
安
全
功
労
団
体

○
浜
田
自
治
区　

浜
田
市
火
薬
類

取
扱
者
・
建
設
業
防
犯
協
力
会

○
金
城
自
治
区　

美
又
湯
気
の
会

○
旭
自
治
区　

浜
田
高
等
学
校
今

市
分
校

○
弥
栄
自
治
区　

西
河
内
親
和
会

○
三
隅
自
治
区　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
自
治
会

全
国
防
犯
協
会
連
合
会
「
功
労
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」
表
彰
の
伝
達

○
浜
田
市
東
地
区
防
犯
協
力
会

平
成
19
年
度
地
域
安
全
功
労
者

○
浜
田
自
治
区　
　
　

梨
田　

勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
尾
正
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
田　

力

○
金
城
自
治
区　
　
　

大
島
幸
雄

○
旭
自
治
区　
　
　
　

加
藤
純
子

○
弥
栄
自
治
区　
　
　

平
田
政
美

○
三
隅
自
治
区　
　
　

河
野
富
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
川
健
二

浜
田
市
表
彰

ポ
ス
タ
ー
中
学
校
の
部

☆
最
優
秀
賞

　

第
二
中
学
校
一
年　

宮
﨑　

悠

☆
優
秀
賞

　

第
二
中
学
校
一
年　

岡
田　

朗

　

第
三
中
学
校
一
年　

三
浦
雄
基

　

第
三
中
学
校
一
年　

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
岡
透
布
子

　

第
三
中
学
校
一
年　

杉
山
美
咲

ポ
ス
タ
ー
小
学
校
の
部

☆
最
優
秀
賞

　

岡
見
小
学
校
６
年　

道
下
絢
子

☆
優
秀
賞

　

松
原
小
学
校
６
年　

中
村
未
希

　

美
川
小
学
校
６
年　

迫
本
拓
真

　

佐
野
小
学
校
６
年　

拝
上
真
帆

　

石
見
小
学
校
５
年

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
拓
未

　

松
原
小
学
校
５
年　

加
藤
直
子

標
語
の
部

☆
最
優
秀
賞

　

ポ
イ
捨
て
の　

ゴ
ミ
の
無
い
街　

ス
キ
も
無
い　
　
　
　

日
高
昭
五

☆
優
秀
賞

　

オ
レ
オ
レ
に　

の
る
な
迷
う
な　

確
か
め
て　
　
　
　
　

木
村
文
明

　

安
全
安
心　

今
日
も
家
族
の　

会
話
か
ら　
　
　
　
　
　

城
戸
幸
子

　

な
く
そ
う
犯
罪　

私
の
ま
ち
か
ら　

地
域
か
ら　
　
　
　

小
寺
光
雄

　

声
か
け
で　

安
全
安
心　

浜
田
の
街　
　
　
　
　
　

佐
々
木
富
士
子

　  大会開会を飾った
 　 音

おとねかい

響会（弥栄）の神祇太鼓

土地建物所有者等の役割
●土地、建物等の安全な
環境の確保に努める。

犯罪のない安全で
安心なまちづくり
における私たちの
役割

市の責務
●犯罪のない安全で安心
まちづくりに係る総合
的な施策を推進する。

●国、県、警察、市民等
と連携を図る。

●推進体制の整備
●推進計画の策定

地域活動団体の役割
●地域の特色に応じた自
主的な犯罪防止活動の
推進に努める。

●地域活動団体間の連携
に努める。

●市の行う安全安心まち
づくりの施策に協力す
るよう努める。

事業者の役割
●事業活動に関し、犯罪
を起こさせにくい環境
確保に努める。

●地域における安全で安
心まちづくりの取組み
への協力に努める。

●地域が行う安全で安心
なまちづくりの施策に
協力するよう努める。

連
携
・
協
働

市民の役割
●自らの安全確保に努め
る。

●地域における安全で安
心なまちづくりの取組
みに協力するよう努め
る。

●市が行う安全で安心な
まちづくりの施策に協
力するよう努める。

ま ち の わ だ い
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ま ち の わ だ い

　８月26日㈰に浜田合同庁舎と原井小学校を会場に、浜田の子ども
たちが笑顔で元気いっぱいに過ごすため「子育て・子育ち　食育・
わいわいフェスタiｎ浜田」を開催しました。浜田合同庁舎で開催
された「食育フェスタ講演会」では、鈴木みゆきさんを講師に「早
寝、早起き朝ごはんのすすめ」と題して、子どもの発達と生活リズ
ムの関係について講演がありました。
　地域の人と子育て家庭を結ぶ一環として開催した「わいわいフェ
スタ」には、約１、０００人の親子が来場し、多彩なイベントを楽
しんでいました。

「ドライバーさん、気をつけて！！」大麻公民館街頭啓発

　９月21日㈮に、「秋の交通安全運動」に伴う啓発活動として、公民
館において交通安全教室を行ったあと、国道に出かけて街頭啓発を実
施しました。
　地域の皆さんが、手作りのプレゼントが入った「啓発グッズ」を、
「運転、気をつけてください。」「スピードを出し過ぎないように。」な
どの心のこもったことばと一緒にドライバーに渡しました。
　手作りのプレゼントは、毎年、趣向を凝らして公民館の「お楽しみ
の会」で作っています。今年は、色とりどりの手作りローソクでした。

　８月21日㈫・22日㈬に１泊２日で開催され、浜田広域圏内21の小学
校から４年生・５年生・６年生の１００人が参加しました。
　 １ 日 目 は、
海・山・川の３

コースに分かれ、カヌー体験、化石発掘、渓流観察など
を、２日目は、少年自然の家で野外炊飯や創作体験など
を行いました。
　子どもたちは、郷土学習や体験活動を通じて交流を深
めるとともに、ふるさとの良さを再発見していました。

「子育て・子育ち  食育・わいわいフェスタ in 浜田」

　日本ボーイスカウト島根連盟浜
田第１団は、スカウトのプログラ
ムの他に、規律・礼儀作法の習得
や、清掃や募金活動などのボラン
ティア活動にも力を入れていま
す。このたび、これらの地域づく
りへの貢献が認められ、優良少年
団体県教育長表彰を受けました。

祝表彰!!　ボーイスカウト浜田第一団

石見神楽道具づくり体験

「夏休み！海・山・川・みんなで自然体験」
－子ども交流事業－

はまだはまだ
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わ だ い

　10月７日㈰に、秋晴れのもと恒例のスポーツ大会が開催
されました。自治区内からは５４０名余りの方がソフトボー
ル、ソフトバレー、ゲートボール、グランドゴルフ、シャッ
フルボードそして今回から新種目となったファミリーバトミ
ントンの６種目に参加され、スポーツを通して交流を深めま
した。

やさか

弥栄自治区スポーツの秋

弥栄自治区スポーツ大会

新種目のファミリーバトミントン

ソフトボールで優勝した
仲三チーム

二人で力を合わせて 白熱した決勝戦

　10月13日㈯に弥栄ロードレース
大会が弥栄支所周辺で行われまし
た。
　大会では、小学生、中学生、そ
して今年から一般の部も設けられ
53人の選手が沿道の家族や地域の
人たちの応援を受けながら健脚を
競いました。

弥栄ロードレース大会

　平成19年度の広島弥栄会の里帰
り総会が10月13日㈯に弥栄町三里
の「ふるさと体験村」で20名の会
員の参加により行われました。
　総会では一年間の活動などが報
告され、終了後には交流会が行わ
れ、地元グループによる踊りが披
露され、久しぶりに弥栄の雰囲気
を懐かしく味わわれました。

平成19年度広島弥栄会総会

勢いよくスタートする小学生

最後まで力走する選手達

みつばクラブによる踊りの披露で会場が
賑やかに。

総会では活動報告などが行われました。

やさか
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自治区のページ自治区のページ ま ち の

　９月21日㈮、町内の各保育所で、地震を体験できる起震車の
乗車体験を行いました。
　起震車は、実際の地震に近い揺れを体験することで、地震の
際の対処法を実感とともに学ぶことのできる体験車両です。

地震が起こったときの対処法を学ぶ
－保育所園児が起震車を体験－

　全国スポレク祭「スポレクあおもり２００７」壮年ボウリン
グ大会が、９月23日㈰～25日㈫に青森県で行われ、島根県代表
として「どんちっち」チーム・石川義信さん（三隅町）、田中
敏市さん（三隅町）、田中順子さん（三隅町）、岩田ちよみさん
（益田市）が出場されました。
　成績は、男女混合4人チーム戦で見事に優勝。年代別男女混
合２人チーム戦や個人戦でも上位入賞を果たすなど活躍されま
した。
　皆さんの今後ますますのご活躍を期待します。

みすみ

　　　左から、田中敏市さん、田中順子さん、
　　　石川義信さん、岩田ちよみさん

大切な人、まちを守りたい
－普通救命講習会－

　９月30日㈰から４週にわたり、三隅消防隊の団員を対象とし
た普通救命講習会が行われました。この講習会は、救急車が到
着するまでの間に、その場で適切に応急手当ができるようにな
ること目的としています。
　三隅消防隊は、全団員を対象として平成15年から３か年で上
級救命講習会を行っています。

　今回は、前回の講習会から数年を経過して、心肺蘇生法も変わってきて
いることから復習の意味も込めて行いました。
　団員の皆さんは、「さすが消防団！」と思わせるような機敏な動作で実技
をこなしました。

壮年ボウリング大会で優勝
－全国スポレク祭－

怖かった？面白かった？　どっちかな

　園児たちは、消防士の指導のもと、起震車に乗り込み、震度
６程度の揺れを体験しました。中には「面白かった！」との声
もありましたが、「頭を手で保護する」「丈夫な机の下に隠れる」
など消防士の注意をよく守っていました。
　地震の際、あわてずに対処できるよう日頃からの心構えが大
切です。

消
防
士
か
ら
、
地
震
の
と
き
に
注

意
す
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た

心肺蘇生法の実技訓練の様子

ＡＥＤの使用法講習

みすみ
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子育て子育て

健康ひろば健康ひろば
＆

11月８日は「いい歯の日」です
　

乳
歯
は
永
久
歯
に
比
べ
て
む
し

歯
に
な
り
や
す
い
の
が
特
徴
で

す
。「
乳
歯
は
ど
う
せ
抜
け
て
し

ま
う
か
ら
・
・
」
と
軽
く
考
え

る
の
は
大
間

違
い
。
乳
歯

に
む
し
歯
が

あ
る
と
、
う

ま
く
か
め
ず
、

あ
ご
の
発
育
に
影
響
を
与
え
た

り
、
偏
食
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
ど
く
な
る
と
後
か
ら

生
え
て
く
る
永
久
歯
の
歯
並
び
に

ま
で
影
響
し
ま
す
。
乳
歯
は
生
後

数
か
月
か
ら
生
え
始
め
、
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
た
り
、
顔
の
形
を

す
く
す
く
講
座

元気な浜田っ子を育むレシピ（№１）

子
ど
も
の
歯
を

　
　
　

守
り
ま
し
ょ
う

整
え
た
り
、
言
葉
を
は
っ
き
り
話

し
た
り
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
歯

で
す
の
で
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
「
食
べ
た
ら
磨
く
」
を
習
慣
に

　

子
ど
も
の
「
自
分
で
自
分
の
歯

を
き
れ
い
に
す
る
」
と
い
う
気
持

ち
を
育
て
な
が
ら
、
食
べ
た
ら
磨

く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
子
ど

も
自
身
が
上
手
に
磨
け
る
よ
う
に

な
る
８
〜
９
歳
ま
で
は
、
大
人
が

仕
上
げ
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
定
期
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
を
受

け
る

　

む
し
歯
に
な
っ
て
か
ら
治
す
の

で
は
な
く
、
む
し
歯
に
な
ら
な
い

よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
く
し

ま
す
の
で
、
む
し
歯
予
防
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。

（
旭
支
所
市
民
福
祉
課
）

②
甘
い
食
べ
物
、
飲
み
物
に
注
意

　

甘
い
お
や
つ
の
取
り
す
ぎ
に
注

意
し
、
お
や
つ
の
時
間
と
量
は
き

ち
ん
と
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る

時
期
が
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
こ

と
、
疑
問
な
こ
と
を
聞
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

演
題　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

講
師　

堀　

大
介
さ
ん
（
浜
田
医

療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
医
）

対
象　

ど
な
た
で
も

日
時　

11
月
６
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
・
FAX
㉒
１
２
５
３
）

　実りの秋、食欲の秋ですね。
　今回は、さつまいもごはんを紹介します。さつまい
もは、糖質・ビタミンＣ・食物繊維が豊富で、子ども
たちの成長に欠かせない栄養素をたっぷりと含んでい
ます。
◆さつまいもごはん（米２合分）
米２合、さつまいも１５０ｇ、スキムミルク大さじ１、
塩小さじ１/３、黒ごま少々
〈作り方〉
①さつまいもをよく洗い皮付きで、さいころ形に切る。
②普通の水加減で、米とさつまいもを入れ塩を混ぜ入
れ、上からスキムミルクを振り入れ炊く。（スキム
ミルクは、焦げるので混ぜ込まない）
③炊き上がったら、黒ごまを振る。
※　次回は簡単なスイートポテトの作り方を紹介しま
す。お楽しみに！　　　　　　　　（子育て支援課）

月 開催日 場　所 内　容

11

８日㈭ 周布公民館 パン作り（予約者）
13日㈫ 上府三宅集会所 未定
14日㈬ 農業構造改善センター（美川公民館） 簡単ケーキ作り
15日㈭ 石見公民館 絵を描こう
28日㈬ 国府公民館 秋の工作

12 ６日㈭ マリン交流センター（長浜公民館） クリスマス会

11、12月の子育て広場

　親も子も「子育て広場」で、地域の人たちと
一緒に楽しく遊びませんか？
時間　午前10時～11時30分

※　育児相談、計測もあります。
※　長浜地公民館以外の公民館で行われる12月
の行事は、12月１日号に掲載します。

問い合わせ先　　子育て支援課育成支援係
　　　　　　　　　　　　（☎本庁内線１９１）

問い合わせ・連絡先
　子育て支援課育成支援係（☎本庁内線１９１）
　金城支所市民福祉課　　　　（☎42１２３５）
　旭支所市民福祉課　　　　　（☎45１４３５）
　弥栄支所市民福祉課　　　　（☎48２６５６）
　三隅支所福祉課　　　　　　（☎32２８０６）

12月のポリオ予防接種日程

対象者　生後３か月～７歳半
持ってくるもの　母子健康手帳
※　予診票は会場にあります。

日 会　　場 受付時間

浜
田

10㈪ 子育て支援センター
午後１時40分
　～２時10分

11㈫ 石見公民館（黒川町）
12㈬ 子育て支援センター
14㈮ 石見公民館（黒川町）

旭 ７㈮ 旭保健センター 午後２時
　～２時10分
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11月子育てカレンダー

日 月 火 水 木 金 土
28 29 30 31 1

★長浜子育て広場
（マリン交流セン
ター〈長浜公民館〉）
　10：00～11：30

2
●育児相談
　9：30～11：00
◆金城乳幼児・１
歳６か月児健診・
ポリオ

3
文化の日
　　休館日

4 5
●育児相談
　9：30～11：00

6
●すくすく講座
（インフルエンザについて）
●おもちゃの病院
　13：00～15：00
★１歳６か月児健診
（平成18年４月生まれ）
◆三隅（井野）育児
相談

7
●ひよこの会
　10：00～11：00
★ママパパ学級
「母乳育児コース」
　10:00～11:30

8
●手作り布おもちゃの会
・ママの会
　10：00～11：00
・ボランティアの会
　13：30～15：30
★周布子育て広場
（周布公民館）
　10:00～11:30

9
★すこやか健診
（要予約）
　9：00～17：00
◆弥栄乳幼児・１歳
６か月児健診

10
●ミュージックセ
ラピー
　13：30～14：30

11 12
●育児相談
　9：30～11：00

13
●ぴーちく･ぱー
ちく
　10：00～11：00
●｢夜泣きなんか怖
くない」絵本の会
　11：00～11：15

14
●音楽リズム遊び
歩く子
　10：00～10：30
赤ちゃん
　11:00～11：30
★乳児健診
（平成19年6月生まれ）

15
★石見子育て広場
（石見公民館）
　10:00～11:30

16
●育児相談
　9：30～11：00
●環境整備の日
　15：00～16：00
★すこやか相談
　13：30～15：00
（要予約）

17
●ミュージックセ
ラピー
　13：30～14：30

18 19
●育児相談
　9：30～11：00

20
●お話出てこい！
　10：00～10：30
●おもちゃの病院
　13：00～15：00

21
●おもちゃであそぼう
　10：00～11：00
★美川子育て広場
（農業構造改善セン
ター美川公民館）
　10：00～11：30
◆金城子育てサロン
◆旭たけのこルーム

22
●離乳食講座
　10：00～11：00
(体を作るしっかり
献立）

23
勤労感謝の日
　　休館日

24

25 26
●育児相談
　9：30～11：00
◆三隅乳幼児・１
歳６か月児健診

27
●絵本の会
　11：00～11：15
●食物アレルギーの会
　10：00～12：00
米粉を使った実習
（要予約）
◆金城フッ素塗布

28
●伝承遊びを楽しもう
　10：00～10：30
（長縄跳びに挑戦
他）
★国府子育て広場
（国府公民館）
　10:00～11:30
◆金城育児相談

29
●育児相談
　9：30～11：00
●おっぱいの日
　9：30～11：00
★3歳児健診
（平成16年７月生）

30
●お楽しみタイム
　10：00～10：30
誕生会
消防車を体験しよう

1

子育て支援センターの使用について
　29日㈭は、午後から３歳児健診があるため健診
対象者以外の人は、午前中のみの使用となります。

※　★●印で開催場所が明記していない行事の会場は子育て支援センターです。◆印の時間や会場は各支所にお問い合わせください。

都合により行事の日程が
変更になっています。

申し込み・問い合わせ先
★子育て支援課育成支援係　（☎本庁内線１９１・１７３）

◆
金城支所市民福祉課　　　（☎42１２３５）　　旭支所市民福祉課　（☎45１４３５）

　弥栄支所市民福祉課　　　（☎48２６５６）　　三隅支所福祉課　　（☎32２８０６）
●子育て支援センター　　　（☎・FAX ㉒１２５３）
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・
頭
痛  

・
記
憶
力
、
注
意
力
、
集

中
力
の
低
下 

・
免
疫
力
の
低
下 

・
不
眠
や
う
つ
状
態 

・
動
機
、
息
切
れ
、
下
痢

疲　

労　

に　

つ　

い　

て

　

風
も
さ
わ
や
か
な
秋
、
読
書
・
旅
行
・
園
芸
な
ど
を
楽
し
む
に

は
良
い
季
節
で
す
。
し
か
し
「
体
を
動
か
す
と
す
ぐ
に
疲
れ
る
」

と
い
う
人
も
多
く
い
ま
す
。
日
本
人
の
約
６
割
が
日
常
的
に
疲
労

を
感
じ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

疲
労
の
原
因
は
多
忙
、
睡
眠
不

足
、
食
生
活
の
乱
れ
と
ス
ト
レ
ス

で
す
。
疲
労
が
長
く
続
く
と
次
の

よ
う
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。

疲
労
を
た
め
な
い
生
活
を
送
る
た

め
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１　

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
食

事
を
と
る

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
毎
日
き
ち
ん
と
と
る
事
に
よ
っ

て
、
疲
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

２　

十
分
な
休
養
と
睡
眠
を
と
る

　

十
分
な
睡
眠
時
間
を
と
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
水
泳
な

ど
の
有
酸
素

運
動
が
効
果

的
で
す
。

３　

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す

る 

　

ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
な
ど
で
気
分

転
換
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

４　

ぬ
る
め
の
風
呂
に
入
る

　

夏
は
38
度
ぐ
ら
い
、
冬
は
40
度

ぐ
ら
い
の
ぬ
る
め
の
風
呂
に
み
ぞ

お
ち
ま
で
ゆ
っ
く
り
つ
か
る
と
、

皮
膚
の
毛
細
血
管
を
は
じ
め
体
の

中
の
血
管
が
拡
が
り
血
流
が
促
進

さ
れ
ま
す
。
寝
つ
き
も
良
く
な
り

ま
す
。

（
旭
支
所
市
民
福
祉
課
）

生
涯
現
役
で
活
躍
し
て
い

る
高
齢
者
募
集
中
！

　

全
国
一
の
高
齢
県
で
あ
る
島
根

県
で
は
、「
健
康
長
寿
日
本
一
」

を
目
指
し
て
健
康
で
明
る
く
生
き

が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
社
会

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

75
歳
を
過
ぎ
て
も
元
気
な
高
齢

者
の
人
へ
、
知
事
か
ら
「
生
涯
現

役
証
」
を
贈
り
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
２
つ
の
要
件
を
満

た
す
人
で
す
。

・
島
根
県
内
在
住
の
75
歳
以
上
の

人
（
昭
和
７
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）

・
現
在
も
、
農
林
水
産
業
や
商
工

業
な
ど
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地

域
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
文
化
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
る
人

申
請
方
法　

申
請
書
【
健
康
長
寿

課
健
康
推
進
係
、
各
支
所
市
民

福
祉
課（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）

に
あ
り
ま
す
】
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

平
成
20
年
２
月
29
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

交
付
期
間

　

平
成
20
年
１
月
（
12
月
末
ま
で

の
申
請
分
）

　

平
成
20
年
３
月 

（
2
月
末
ま
で

の
申
請
分
）

特
典　

協
賛
施
設
（
県
内
温
泉
施

設
）
で
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先　

　

県
健
康
福
祉
部
高
齢
者
福
祉

課
少
子
高
齢
社
会
ス
タ
ッ
フ

【
〒
６
９
０-

８
５
０
１　

松
江

市
殿
町
１
番
地
（
☎
０
８
５
２

㉒
６
６
９
６
、
FAX
０
８
５
２
㉒

５
２
３
８
）】

○
健
康
相
談

　

血
圧･

体
脂
肪
測
定
、
健
康
相
談

日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

○
糖
尿
病
相
談
日

　

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
相
談

日
時　

11
月
14
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

い
ず
れ
も
本
庁
地
階
健
康

相
談
室

※　

予
約
し
た
時
間
に
来
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係
（
☎

本
庁
内
線
１
５
５
、１
６
９
）

○
が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン

　

サ
ロ
ン
は
が
ん
患
者
や
家
族
が

自
由
に
話
し
合
え
る
場
所
で
す
。

〈
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
〉

日
時　

11
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
益
田
〉

日
時　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

益
田
赤
十
字
病
院
（
７
階

保
健
指
導
室
）

問
い
合
わ
せ
先　

が
ん
患
者
サ
ロ

ン
代
表
者　

納
賀
良
一
さ
ん

　

(

☎
０
８
５
６
㉒
０
７
７
２)

〈
サ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り
〉

日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
（
２

階
地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
）

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
管
理
課（
☎
㉒
２
３
０
０
）

〈
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
浜
田
〉

日
時　

毎
月
第
１･

２･

４
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

石
見
公
民
館

料
金　

無
料（
冷
暖
房
費
１
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

佐
々
木
由
実
子

さ
ん(

☎
０
９
０
―

３
１
７
１
―

１
９
９
４)

○
「
家
族
の
会
」
サ
ロ
ン

　

認
知
症
の
介
護
を
し
て
い
る
人

や
関
心
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
10
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
研
究

所(

朝
日
町)

問
い
合
わ
せ
先　

齋
藤
亨
子
さ
ん

　
（
☎
㉒
３
０
７
３
）

健　

康　

相　

談
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献血会場 町 名 受付時間

11日
㈰

アクアみすみ駐車場～みす
みフェスティバル会場～
骨髄登録会同時開催

三隅町
古市場

午前９時～11時40分
午後１時～３時

22日
㈭

島根農政事務所浜田支所 黒川町 午前９時～９時40分
山陰ナショナル㈱浜田家
電営業所 下府町 午前10時20分～11時30分

浜田社会保険事務所 原井町 午後１時20分～２時20分
県成人病予防センター 港町 午後３時～４時20分

11月献血日程 《全血献血》
時間　午後７時～９時

日 会　　場 問い合わせ先

浜田 ６日㈫ 浜田保健所 山口源吉さん
（☎㉒２４９５）

旭 ７日㈬ 旭保健センター 旭支所市民福祉課
（☎45１４３４）

弥栄 13日㈫ 弥栄老人福祉セ
ンター

弥栄支所市民福祉課
（☎48２６５６）

三隅 ９日㈮ 三隅公民館 森脇好盛さん
（☎34０７２３）

断酒会日程（11月前期）

容器配布日 受付時間 会　　場

12月４日㈫
10：00～10：30 黒沢公民館
13：30～14：30 中組公民館
14：45～15：45 三保公民館

12月５日㈬
9：00～10：00 海石集会所
10：15～10：45 白砂公民館
13：15～14：15 三隅保健センター

12月６日㈭

9：00～10：00 みのり会館
10：15～10：45 市場集会所
11：00～11：30 上室谷集会所
13：30～14：30 岡見公民館

【三隅自治区】

容器配布日 受付時間 会　　場

11月27日㈫

9：30～10：00 下有福研修センター
10：30～11：00 国府公民館
13：30～14：00 長沢２町内児童館
14：30～15：30 石見公民館

11月28日㈬
9：30～10：30 長浜公民館
11：00～11：30 長浜商港会館
13：30～14：30 周布公民館

11月29日㈭

9：30～10：30 農業構造改善センター
11：00～11：30 櫟田原公民館
13：30～13：50 美川西ふれあいセンター
14：30～15：00 大麻公民館

11月26日㈪
・30日㈮ 8：30～17：00 市役所１階⑩番窓口

健康長寿課健康推進係

【浜田自治区】
容器配布日 受付時間 会　　場

11月19日㈪
9：30～11：30 みまた会館
13：30～15：30 かたらいの家

11月20日㈫
9：30～11：30 ふれあい会館
13：30～15：30 おぐに会館

11月21日㈬
9：30～11：30 ときわ会館
13：30～15：30 くざ会館

11月22日㈭
9：30～11：30 小笹集会所
13：30～17：00 金城支所市民福祉課

11月26日㈪ 9：00～17：00 金城支所市民福祉課

【金城自治区】

容器配布日 受付時間 会　　場
11月27日㈫ 8：30～13：00 弥栄支所市民福祉課
11月28日㈬ 8：30～13：00 弥栄老人福祉センター
11月29日㈭ 8：30～10：00 弥栄支所市民福祉課

【弥栄自治区】

問い合わせ先
健康長寿課健康推進係（☎本庁内線１５５、１６９）
金城支所市民福祉課　　　　　　　（☎42１２３５）
弥栄支所市民福祉課　　　　　　　（☎48２６５６）
三隅支所福祉課　　　　　　　　　（☎32２８０６）

　近年、食生活の欧米化などにより大腸がんが急激に増加しています。この機会に検診を受けましょう！
対象者　40歳以上
受診料　200円（国保加入者　100円　※保険証を持参してください。）
　生活保護、市民税非課税世帯および70歳以上の人は受診料が免除されます。
◆検診方法及び日時◆
○郵送法【浜田自治区、金城自治区、弥栄自治区、三隅自治区】下記の流れを確認し間違いのないようにお
願いします。旭自治区の人で受診していない人も受けられます。下記の容器配布会場に来てください。

大腸がん検診を受けましょう!

三　

隅　

自　

治　

区

弥　

栄　

自　

治　

区

金　

城　

自　

治　

区

浜　

田　

自　

治　

区
①下記の配布日に
容器を配布しま
す。(受診料を徴
収します。)

受
診
者

Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

②２日間採便し、便の容器を返信用封筒に入れて、受診者が
検査機関へ郵送してください。

③結果通知については、検査容器を提出されてから約２～３
週後に郵送されます。

月 自治区 提出期間

12月

浜田 10日㈪～21日㈮
金城 ３日㈪～13日㈭
弥栄 ５日㈬～14日㈮
三隅 17日㈪～23日㈰
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浜
田
高
等
技
術
校

平
成
19
年
度
情
報
サ
ー
ビ
ス

科
入
校
生

　

事
務
員
や
営
業
販
売
員
に
求
め
ら

れ
る
簿
記
、
接
遇
、
給
与
事
務
、
販

売
な
ど
の
関
連
知
識
を
習
得
し
ま

す
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ａ
機
器
に
よ
る
文
書
作

成
、
表
計
算
な
ど
に
関
す
る
技
能
を

習
得
し
ま
す
。

対
象　

原
則
と
し
て
離
職
、
転
職
者

選
抜
方
法　

学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
実
技
検
査
・
面
接

訓
練
期
間　

平
成
20
年
１
月
〜
６
月

場　

浜
田
高
等
技
術
校

定　

15
人

料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
資
格
試

験
受
験
料
な
ど
は
実
費
個
人
負
担

約
５
万
円
）

募
集
締
切
日　

11
月
30
日
㈮

入
校
検
定
日　

12
月
10
日
㈪

申
込
方
法　

申
し
込
み
用
紙
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
高
等
技
術
校

　
（
☎
㉗
０
４
５
７
、FAX
㉗
４
０
２
７
）

平
成
19
年
度
狩
猟
免
許
試
験

対
象　

県
内
に
住
所
を
有
し
、
狩
猟

免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

日　

11
月
28
日
㈬　

午
前
９
時
〜

場　

浜
田
合
同
庁
舎

申
請
書　

県
西
部
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー　

林
業
部
林
業
振
興
グ
ル
ー

プ
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　

試
験
実
施
日
10
日
前

ま
で
に
試
験
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問　

県
森
林
整
備
課
鳥
獣
対
策

室
（
☎
０
８
５
２
㉒
５
１
６
０
、

FAX
０
８
５
２
㉒
６
５
４
１
）

　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は
生

活
機
能
の
低
下
か
ら
要
介
護
状
態
に

な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
介
護

予
防
体
操
『
元
気
ア
ッ
プ
！
ま
め
な

く
ん
体
操
』
の
普
及
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
の
体
操
の
普
及
に
つ

な
が
る
地
域
活
動
を
実
践
す
る
団
体

の
提
案
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

対
象

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
に
活

動
（
圏
域
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

提　

案　

募　

集

以
上
の
高
齢
者
が
２
／
３
以
上
）
し

て
い
る
団
体
、
も
し
く
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
を
支
援
す
る
こ
と
を
主
目

的
と
し
て
活
動
す
る
団
体
。（
介
護

事
業
者
、
営
利
事
業
者
、
政
治
団
体

及
び
宗
教
団
体
を
除
く
。）

対
象
事
業

　

介
護
予
防
体
操
『
元
気
ア
ッ
プ
！

ま
め
な
く
ん
体
操
』
の
普
及
に
つ
な

が
る
活
動
内
容
で
、
波
及
効
果
が
期

待
で
き
る
も
の

事
業
実
施
期
間　

12
月
１
日
㈯
〜
平

成
20
年
３
月
31
日
㈪

募
集
期
間

　

11
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

応
募
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

補
助
金
等
交
付
の
決
定

　

介
護
予
防
体
操
普
及
活
動
推
進
事

業
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、
内
容
を

審
査
し
、
介
護
予
防
体
操
普
及
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
地
域
活
動
を
実
践

す
る
団
体
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り

予
算
の
範
囲
内
で
そ
の
事
業
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

申
請
者
に
通
知
し
ま
す
。

補
助
の
限
度
額　

20
万
円
以
内

審
査
項
目

・
波
及
効
果
（
参
加
人
員
、
継
続
性
）

・
補
助
比
率
（
申
請
金
額
、
自
己
負

担
額
）

・
応
募
状
況
（
申
請
件
数
と
補
助
金

受
給
歴
）

※　

応
募
者
の
状
況
に
よ
り
普
及
効

果
が
薄
い
と
判
定
さ
れ
た
も
の
、

ほ
か
の
補
助
金
受
給
歴
が
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
提
案
が
採
用
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

　

介
護
保
険
課
（
☎
㉕
１
５
２
０
）

市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
「
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進
と

交
流
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
障
害

の
あ
る
人
の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

18
歳
以
上
で
障
害
の
あ
る
人

（
身
体
、
知
的
、
精
神
）

日　

11
月
17
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
正
午

場　

ボ
ウ
ル
ジ
ャ
ッ
ク

申
込
期
間　

11
月
５
日
㈪
〜
12
日
㈪

申
・
問　

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

向
原
さ
ん
（
☎
㉒
０
０
９
４
）
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受
付
期
間　

11
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭

応
募
資
格

　

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
地
域
定
住
住
宅
を
生
活
の
本
拠
地

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
人

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・
そ
の
人
の
収
入
が
、
生
活
保
護
法

に
よ
る
保
護
の
基
準
に
よ
る
額
以

上
で
あ
る
こ
と

問　

弥
栄
支
所
建
設
課

（
☎
48
２
１
１
３
）

市
営
地
域
定
住
住
宅
入
居
者

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　

平
成
19
年
度

　

第
２
回
城
山
囲
碁
大
会

　

初
め
て
参
加
す
る
人
も
受
け
付
け

ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

日　

11
月
30
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　

５
０
０
円

定　

先
着
48
人
（
11
月
５
日
㈪
か
ら

電
話
・
来
所
で
受
け
付
け
ま
す
。）

※　

当
日
の
代
理
出
席
は
認
め
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
㉒
０
０
９
４
）

11
月
の
城
山
学
級

対
象　

市
内
で
60
歳
以
上
の
人

日
程　

６
日　

ち
ぎ
り
絵
教
室

７
日　

園
芸
教
室

８
、
15
日　

舞
踊
教
室

14
日　

音
楽
教
室

15
、
16
日　

陶
芸
教
室

23
日　

書
道
教
室

＜12月　パソコン研修＞
○エクセルで出納簿作成（初級者） …………………① 
日　６日㈭、７日㈮、８日㈯　午前９時～正午
○写真入り年賀状を作ってみよう（初級者） ………②
日　12日㈬、13日㈭、14日㈮
　午後１時30分～４時30分

＜地域ITリーダー養成講座＞
○無線・有線ＬＡＮに挑戦……………………………③ 
日　３日㈪、４日㈫、５日㈬、６日㈭
　午後１時30分～４時30分
料　①～③テキスト代　８００円
申込締切日　11月20日㈫

　＜ゆっくり進むパソコン教室＞
　毎週水曜日にゆっくり進みたい初心者の人（文字入
力のできる人）を対象に同じ研修内容で開催します。
希望日を選んで申し込んでください。
日　５日㈬、12日㈬、19日㈬　午前９時～正午
料　テキスト代　３００円

＜ＩＴわいわいサロン＞
　パソコンに関するわからないことを何でも相談して
ください。わかる範囲でわいわい解決しましょう。
日　第１・第３土曜日　午後１時～３時
場　いわみーる４階　パソコン研修室
申込方法　研修名・住所・氏名・電話番号・年齢を記
入の上、ホームページか往復はがきで申し込んでく
ださい。

申　いわみーる４Ｆ　県立西部情報化センター
　〒697-0016　野原町1826-1
　（☎㉔９３４６）
　http://www.joho-shimane.or.jp/cc/seibu/
※　日時・内容など詳細は上記ＵＲＬで確認できます。

＜浜田市IT講習会＞も開催しています。
●文書作成

日　12月１日㈯、８日㈯、15日㈯　午前９時～正午
●年賀状作成
日　12月13日㈭、14日㈮、15日㈯
　午後１時30分～４時30分
申込締切日　11月22日㈭
※　詳しくは、市ホームページまたは『広報はまだ』
８月１日号のＩＴ講習会案内をご覧ください。

西部情報化センターだより

住 宅 名 称
長安住宅１号棟Ｂ
（3LDK）
世帯用 

長安住宅３号棟Ａ
（1DK）
単身用

所 在 地  弥栄町長安本郷
建 設 年 度  平成９年度  平成13年度
戸 数 各１戸
家賃の月額  22,000円  18,000円

敷金　家賃の月額の３月分
※　収入の基準については、お問い合わせくださ い。

時
間　

音
楽
は
10
時
か
ら
、

舞
踊
は
９
時
40
分
か
ら
、

そ
の
他
は
９
時
30
分
か
ら

問　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
㉒
０
０
９
４
）
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60
歳
以
上
の
方
の
た
め
の
技
能
講

習
で
す
。
講
習
終
了
後
、
就
職
・
就

業
相
談
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

営
業
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

日　

11
月
29
日
㈭
〜
12
月
６
日
㈭

定　

15
人

場　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
浜
田
支
店
金
融
研

修
室

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習

日　

平
成
20
年
１
月
21
日
㈪
〜
25
日

㈮
定　

20
人

場　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

料　

無
料

申
・
問　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉓
４
６
８
０
）

平
成
19
年
度

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ず
っ
と
前
に
ス
ケ
ー
ト
体
験
は

あ
る
が
、
久
し
く
滑
っ
て
い
な
い

人
、
ス
ケ
ー
ト
ア
ー
ム
（
補
助
器

具
）
を
使
っ
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

ア
イ
ス
リ
ン
ク
が
混
ん
で
い
な
い
時

は
、
イ
ス
ソ
リ
も
使
え
ま
す
。（
１

回
１
０
０
円
）
幼
児
を
乗
せ
て
氷
上

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
曜
教
室

対
象　

５
歳
以
上
、
初
心
者

日　

第
２
、
第
４
日
曜
日　

午
前
10

時
〜
11
時

ス
ケ
ー
ト
教
室

土
曜
教
室

対
象　

初
心
者
、
中
級
者

日　

毎
週
土
曜
日　

午
後
５
時
〜
６

時
料　

中
学
生
以
下
５
０
０
円　

一
般

１
、１
０
０
円　

貸
靴
４
０
０
円

保
険
５
０
０
円
（
初
回
の
み
）

申
・
問　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

　
（
☎
・
FAX
㉘
１
３
０
０
）

　

フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
の
あ
る
皆
さ

ん
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ

ん
か
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
ボ
ー
ル
タ
ッ
チ
基

礎
、
ゲ
ー
ム
を
行
な
い
ま
す
。

対
象　

フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
の
あ
る

人
（
経
験
・
未
経
験
、
男
女
問
い

ま
せ
ん
）

日　

12
月
１
日
㈯
、
22
日
㈯
、
平
成

20
年
１
月
19
日
㈯

　

午
後
７
時
〜
９
時

場　

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

料　

１
回
５
０
０
円

定　

先
着
50
人

そ
の
他　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、

室
内
用
運
動
靴
（
靴
の
裏
が
白
ま

た
は
ア
メ
色
）
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

大
人
の
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

申
・
問　

㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員

　

斉
藤
憲
嗣
さ
ん（
☎
０
９
０‒

２
２

　

９
４‒

９
５
１
８
）

　

来
年
10
月
に
旭
町
に
開
設
さ
れ
る

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
に
よ
る
刑
務
所
の
内
容
や
新

し
い
矯
正
教
育
、
受
刑
者
の
社
会
復

帰
促
進
策
な
ど
が
論
議
さ
れ
ま
す
。

日　

11
月
17
日
㈯　

午
後
１
時
〜

　

11
月
18
日
㈰　

午
前
９
時
15
分
〜

場　

県
立
大
学
講
堂

料　

無
料

問　

県
立
大
学
研
究
企
画
課

　
（
☎
㉔
２
２
０
１
）

島
根
県
あ
さ
ひ
社
会
復
帰

促
進
セ
ン
タ
ー
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム

市
連
合
謡
曲
大
会

　

観
世
流
、
喜
多
流
、
宝
生
流
の
仕

舞
謡
曲
・
囃
子
の
上
演
お
よ
び
そ
の

鑑
賞
会
で
す
。

日　

11
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　

国
民
宿
舎
千
畳
苑

料　

無
料

問　

市
文
化
協
会（
☎
㉓
６
１
６
１
）

　

浜
田
謡
曲
連
合
会　

中
谷
さ
ん

（
☎
㉒
６
３
４
０
）

第
58
回
浜
田
市

　
　

文
化
祭
協
賛
行
事

　

季
節
の
行
事
を
織
り
込
み
な
が

ら
、
自
然
に
触
れ
た
り
、
時
に
は
、

講
師
を
招
い
て
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
は
、
11
月
は
遠

足
、
12
月
は
お
せ
ち
料
理
教
室
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
真
っ
最
中

の
お
母
さ
ん
、
親
子
で
楽
し
み
な
が

ら
お
友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
年
度

途
中
の
参
加
、
市
内
ど
の
地
域
か
ら

の
参
加
で
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　

０
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と

母
親

日　

毎
週
第
２
・
第
４
火
曜
日　

午

前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

浜
田
公
民
館

料　

１
、０
０
０
円
（
半
期
分
）

申
・
問　

浜
田
公
民
館

（
☎
㉒
９
３
５
８
）

浜
田
母
親
ク
ラ
ブ

　

市
国
際
交
流
員
の
金
穂
原
さ
ん
と

一
緒
に
韓
国
ノ
リ
ゲ
風
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

ノ
リ
ゲ　

チ
ョ
ゴ
リ
の
胸
元
を

飾
る
韓
国
特
有
の
装
飾
品
で
す
。

日　

11
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

浜
田
公
民
館

料　

３
０
０
円
（
会
員
無
料
）

定　

20
名

※　

ハ
サ
ミ
、
も
の
さ
し
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

11
月
12
日
㈪

申
・
問　

浜
田
国
際
交
流
協
会　

藤

　

田
さ
ん
（
☎
㉔
１
２
４
１
）

韓
国
サ
ロ
ン

　歌声の溢れる明るい町に、を合言葉に35
周年の演奏会を開催します。深みゆく秋の
ひとときを地域の皆さんと共にコーラスで
楽しい時を過ごしませんか。当日、浜田高
校合唱部をゲストとして迎えます。
日　11月11日日
　午後１時30分～３時30分
場　石央文化ホール
料　一般５００円（高校生以下無料）
ゲスト出演　浜田高等学校合唱部
問　事務局　久保さん
（☎０９０‒５２６６‒４８７９、
FAX㉒３３６１）

浜田市民合唱団
「創立35周年記念演奏会」
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午
前
11
時
〜
午
後
１
時

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　

25
名
（
浜
田
に
転
入
し
て
き
て

１
〜
２
年
の
人
と
そ
の
同
伴
者

（
同
伴
者
な
し
で
も
可
））

料　

１
、０
０
０
円

申
・
問　

浜
田
の
転
入
者
を
応
援
す

　

る
会　

今
井
さ
ん
（
☎
・
FAX
０
５

　

０‒

１
６
０
０‒

０
７
０
９
）

 Em
ail:chiharu@

iwam
iyoitoko.com

　

県
内
の
体
操
競
技
を
志
す
小
・

中
・
高
校
生
が
一
同
に
会
し
、
技
と

力
と
美
し
さ
を
競
い
合
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
選
手
の
模

範
演
技
会
を
実
施
し
ま
す
。

日　

11
月
11
日
㈰

開
会
式　

午
前
９
時
〜
、
競
技
開
始

　

午
前
９
時
30
分
〜
、
模
範
演
技
会

　

午
前
11
時
15
分
〜
午
後
０
時
45
分

場　

県
立
体
育
館

招
待
選
手
な
ど　

桑
原
俊
、
中
瀬

卓
也
、
沖
口
誠
、
上
村
美
揮
、
大

島
杏
子
の
５
選
手
（
い
ず
れ
も
９

月
に
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
世
界

体
操
競
技
選
手
権
の
日
本
代
表
選

手
）、
具
志
堅
幸
司
さ
ん
（
日
本

第
30
回
島
根
県
立
体
育
館
建
設

記
念
島
根
県
体
操
競
技
大
会
兼

建
設
30
周
年
記
念
事
業
優
秀
選

手
模
範
演
技
会

体
操
協
会
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男

子
強
化
本
部
長
）

問　

県
立
体
育
館（
☎
㉓
１
２
０
１
）

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

浜
田
高
等
学
校
人
権
集
会

演
題　

容
貌
障
害
に
つ
い
て
考
え
る

講
師　

藤
井
輝
明
さ
ん
（
鳥
取
大
学

大
学
院
教
授
）

日　

11
月
７
日
㈬　

午
後
２
時
40
分

〜
４
時

場　

浜
田
高
等
学
校

浜
田
商
業
高
等
学
校
人
権
集
会

演
題　
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と

講
師　

向さ
き

村む
ら

成な
り

人と

さ
ん
（
源
氏
蛍
の

会
）

日　

11
月
９
日
㈮　

午
後
１
時
〜
２

時
50
分

人　

権　

集　

会

場　

浜
田
商
業
高
等
学
校

問　

浜
田
高
等
学
校
（
☎
㉒
０
０
４

　

２
）、
浜
田
商
業
高
等
学
校
（
☎

㉗
０
０
６
４
）

　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
本
庁
内
線
３
４
５
、
３
４
６
）

　

市
文
化
財
愛
護
会
で
は
、
こ
の
た

び
世
界
遺
産
と
な
っ
た
石
見
銀
山
に

つ
い
て
、
地
学
や
環
境
面
を
中
心
と

し
た
講
演
会
を
行
い
ま
す

演
題　

石
見
銀
山
が
輝
い
た　

〜
火

山
が
生
ん
だ
島
根
の
宝
物
〜

講
師　

中
村
唯
史
さ
ん

日　

11
月
10
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

〜
場　

浜
田
公
民
館

料　

無
料

問　

市
郷
土
資
料
館

　
（
☎
㉓
６
４
５
３
）

文　

化　

講　

演　

会

　

浜
田
に
引
っ
越
し
て
日
が
浅
い
人

を
対
象
に
、
浜
田
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者

は
転
入
者
の
人
ば
か
り
で
す
。

　

自
分
た
ち
で
作
っ
た
料
理
の
食
事

会
は
、
盛
り
上
が
る
こ
と
間
違
い
な

し
。

講
師　

豊
田
久
子
さ
ん
（
料
理
研
究

家
）

日　

11
月
25
日
㈰

浜
田
へ
よ
う
こ
そ
！

料
理
教
室

　

サ
ロ
ン
運
営
の
工
夫
や
集
い
の
際

に
行
う
行
事
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
し
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

健
康
づ
く
り
講
演
、
介
護
予
防
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
活
動
紹
介
や

活
動
発
表
、
活
動
展
示
な
ど
行
い
ま

す
。

日　

11
月
19
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
㉒
０
０
９
４
）

市
内
サ
ロ
ン
大
交
流
大
会

　

交
通
事
故
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、
歩
い
て
い
て
も
、
自
転
車
に

乗
っ
て
い
て
も
、
運
転
し
て
い
て
も

一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
な
く
て
は

交
通
安
全
体
験
学
習

　

反
射
材
を
見
直
そ
う
！

　浜田市出身の体操選手故竹本正男氏の
オリンピック金メダルをはじめとした記
念の品々を展示します。
展示期間　11月11日㈰～22日㈭
場　11月11日㈰　県立体育館ロビー
　11月12日㈪～22日㈭　市役所１階市
民ロビー
問　生涯学習課スポーツ振興係
　（☎本庁内線４５８）

名誉市民・故竹本正男氏展示会

い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
一
度
『
反

射
材
の
効
果
』
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

ビ
デ
オ
や
腹
話
術
で
反
射
材
の
効

果
を
紹
介
し
ま
す
。

対
象　

年
齢
問
わ
ず
（
夜
の
外
出
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
人
）

日　

11
月
19
日
㈪

　

午
後
３
時
〜
午
後
５
時

場　

浜
田
公
民
館

指
導　

浜
田
警
察
署
・
浜
田
警
察
署

西
交
番
・
交
通
安
全
協
会
・
交
通

安
全
対
策
協
議
会

料　

無
料

問　

浜
田
公
民
館　

山
本
さ
ん

　
（
☎
・
FAX
㉒
９
３
５
８
）

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

の
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
会
」
で
は
、

小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
食
と
し

て
「
米
粉
」
を
使
っ
た
パ
ン
や
お
や

つ
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

日　

11
月
27
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

加
工

研
究
部

定　

先
着
20
人

料　

実
費
徴
収

※　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
・
FAX
㉒
１
２
５
３
）

米
粉
を
使
っ
た
調
理
実
習
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演
題　

が
ん
と
病
理
診
断

講
師　

長
崎
真
琴
さ
ん
（
医
療
セ
ン

タ
ー
臨
床
研
究
部
長
）

日　

11
月
21
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
〜

場　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
地
域
医

療
研
修
セ
ン
タ
ー

問　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

　
（
☎
㉒
２
３
０
０
）

第
２
回
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
市
民
公
開
講
座

　

浜
田
養
護
学
校
で
は
、
広
く
地
域

の
皆
様
に
本
校
の
教
育
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
学
校
公
開
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
校
し

て
く
だ
さ
い
。

　

施
設
見
学
、
教
育
相
談
な
ど
を
行

い
ま
す
。

日　

11
月
22
日
㈭
、
26
日
㈪
〜
28
日

㈬　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※　

11
月
９
日
㈮
ま
で
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

浜
田
養
護
学
校　

幡
部
さ
ん
、

山
藤
さ
ん
（
☎
㉘
２
２
０
０
）

浜
田
養
護
学
校
学
校
公
開

　

学
習
発
表
会
や
作
品
展
示
、
作
業

班
販
売
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
な
ど
の
企

画
を
多
数
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
「
は
ま
よ
う

平
成
19
年
度
は
ま
よ
う
ま
つ
り

社
中
」
に
よ
る
神
楽
「
大
蛇
」
を
上

演
し
ま
す
。

日　

11
月
17
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

場
・
問　

浜
田
養
護
学
校

　
（
☎
㉘
２
２
０
０
）

　

児
童
生
徒
た
ち
の
が
ん
ば
る
姿
や

心
の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

日　

11
月
18
日
㈰

ス
テ
ー
ジ
発
表　

午
前
９
時
５
分
〜

正
午

展
示
即
売　

午
後
０
時
25
分
〜
１
時

55
分

場　

石
見
養
護
学
校

問　

宮
崎
さ
ん

　
（
☎
０
８
５
５
95
２
１
４
１
）

石
見
も
り
も
り
祭
の
お
知
ら
せ

石
見
養
護
学
校
文
化
祭

　

軸
木
、
葉
の
変
化
、
赤
・
白
・
紫
・

桃
・
茶
色
と
実
色
の
美
し
い
百
両
、

万
両
、
南
天
と
山
野
草
１
５
０
鉢
を

展
示
し
ま
す
。

日　

11
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
11
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

場　

三
隅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
内

ア
ク
ア
み
す
み

問　

三
隅
植
物
愛
好
会　

三
浦
さ
ん

（
☎
32
１
９
０
６
）

山
野
草
と
縁
起
植
物
展

　

南
極
昭
和
基
地
や
つ
で
沢
「
ザ
ク

ロ
石
黒
雲
母
片
麻
石
」、
美
又
温
泉

「
花
崗
岩
」、
湯
屋
温
泉
「
花
崗
岩
」、

波
佐
温
泉
「
花
崗
閃
緑
岩
」、
伊
木

の
湯
「
花
崗
斑
岩
」
な
ど
全
部
で

１
２
３
基
で
す
。

日　

11
月
10
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

金
城
町
小
国
（
抱
月
生
誕
地
公

園
前
）

料　

大
人　

２
０
０
円
、
子
ど
も　

１
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

第
５
回　

桑
田
岩
石
園
説
明
会

　

古
く
か
ら
あ
る
身
近
な
石
け
ん
の

良
さ
を
知
り
、
石
け
ん
を
実
際
に

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
石
け
ん
づ
く

り
や
ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
て
、
石
け

ん
の
良
さ
、
合
成
洗
剤
の
怖
さ
、
水

環
境
の
改
善
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び

ま
し
ょ
う
。

日　

11
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

調
理

廃
油
で
石
け
ん
を
つ
く
ろ
う

自
習
室

持
っ
て
く
る
も
の　

直
径
10
㎝
ま
で

の
プ
ラ
容
器
。（
ふ
た
付
き
の
ほ

う
が
良
い
）

　
　

な
け
れ
ば
豆
腐
パ
ッ
ク
を
用
意

し
ま
す
。

料　

５
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

定　

20
人

申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
き
あ
い
あ

　

い　

竹
谷
さ
ん（
☎
０
９
０‒

７
５

　

９
５‒

６
７
８
１
）

問　

桑
田
龍
三
さ
ん

　
（
☎
㉒
７
７
７
６
）

１．海技免状および操縦免許証はその種類を問わず、５年ごと
に更新手続きが必要です。

①　更新手続
対象者　有効期間満了日の１年前から満了日までの「更新期間」
内の海技免状・操縦免許証を持っている人

※　更新期間内にこの手続（更新申請）を行わないと、海技免
状・操縦免許証は失効します。失効した海技免状・操縦免許
証では船を操船できないため、失効再交付手続が必要になり
ます。
②　失効再交付手続
対象者　有効期間満了日を経過した海技免状・操縦免許証を
持っている人
③　手続の方法
　　①、②の申請手続は、本人または海事代理士が最寄りの運
輸局および海事事務所の窓口で申請手続をしてください。

２．更新・失効再交付申請の郵送手続について
　　更新講習または失効再交付講習を受講した場合に限り、本
人が窓口に出向かなくても書留郵送による申請手続を行うこ
ともできます。（郵送申請の方法について、詳しくは最寄り
の運輸支局などへお問い合わせください。）

問　中国運輸局海上安全環境部　船員労働環境・海技資格課
（☎０８２‒２２８‒８７９４）
　中国運輸局島根運輸支局
　（☎０８５２38８１１１）

海技免状および操縦免許証をお持ちの人へ
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広報はまだ：平成19年11月１日号 日　=日時　場　=場所　定　=定員　料　=料金　申　=申込先　応　=応募先　問　=問い合わせ先

香
典
返
し

そ
の
他
寄
付

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
高
田
町　

羽
山
邦
夫　

▽
益
田
市　

山
崎
芳
子

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
黒
川
３
＝
▽

黒
川
町　

堀
本
滿
春　

○
長
沢
１‒

５
＝
▽
長
沢
町　

山
崎
格　

○
木
田

＝
▽
旭
町
木
田　

西
田
恭
志　

○
黒

川
１
‐
２
＝
▽
黒
川
町　

大
駅
敬
弘

○
瀬
戸
見
５
・
６
＝
▽
笠
柄
町　

藤

原
英
之　

○
熱
田
９
＝
▽
長
沢
町　

下
田
光
枝　

○
唐
鐘
＝
▽
国
府
町　

金
口
滋
夫　

○
唐
鐘
４
＝
▽
国
府
町

金
口
滋
夫　

○
長
浜
７
＝
▽
宇
野
町

野
村
和
廣　

野
村
み
ど
り　

○
長
浜

＝
▽
宇
野
町　

野
村
和
廣　

野
村
み

ど
り

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
後
野
＝
▽
後

野
町　

有
井
嘉
子　

○
唐
鐘
＝
▽
国

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
旭
町
今
市

今
田
ア
サ
子

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
坂
本
＝
▽
旭

町
坂
本　

菅
野
タ
マ
ヨ　

髙
橋
静
雄

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
上
府
＝
▽
子

供
神
楽
神
友
会

◎
偕
生
園
へ　

▽
黒
川
町　

堀
本
滿

春◎
市
浜
田
郷
土
資
料
館
へ　

▽
朝
日

町　

長
谷
川
正
義　

▽
横
山
町　

石

津
公
雄

▽
相
生
町　

桑
原
彰　

▽
浅
井
町　

中
政
信

府
町　

金
口
滋
夫

◎
美
川
苑
へ　

▽
竹
迫
町　

花
田
典

幸◎
夕
陽
が
丘
へ　

▽
江
津
市　

大
井

靖
基

海
の
生
き
物
教
室

海
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作
り

　

海
岸
で
拾
っ
た
宝
物
を
使
っ
て
、

素
敵
な
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
作
り
ま

す
。

対
象　

ど
な
た
で
も

日　

11
月
11
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

定　

30
人

大
人
の
た
め
の
ア
ク
ア
ス
講
座

シ
ロ
イ
ル
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜
バ
ブ

ル
リ
ン
グ
完
成
ま
で
の
道
の
り
〜

　

イ
ル
カ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法

や
、
ど
の
よ
う
に
バ
ブ
ル
リ
ン
グ
が

完
成
し
た
の
か
、
解
説
と
実
験
を
し

ま
す
。

対
象　

高
校
生
以
上

日　

11
月
16
日
㈮

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

定　

20
人

　

地
元
企
業
の
出
店
と
各
種
バ
ザ
ー

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
お
楽
し

み
大
抽
選
会
や
地
元
保
育
園
・
幼
稚

園
児
に
よ
る
遊
戯
、
浜
田
東
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
石
見
神
楽
な

ど
、
楽
し
い
催
し
が
た
く
さ
ん
。

　

家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

各
種
バ
ザ
ー

ブ
ー
ブ
ー
小
鍋
（
具
だ
く
さ
ん
の

豚
汁
）、
駅
弁
、
杵
つ
き
も
ち
、

う
ど
ん
、
焼
き
鳥
な
ど

日　

11
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場　

国
府
小
学
校
体
育
館

問　

石
央
商
工
会
国
府
支
所

　
（
☎
㉘
０
１
０
９
）

国
府
商
工
ま
つ
り

　

完
走
者
全
員
に
参
加
賞
が
、
入
賞

者
に
は
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら

れ
ま
す
。
起
伏
に
と
ん
だ
旭
の
道
を

走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

11
月
11
日
㈰

受
付　

午
前
９
時
〜
10
時

場　

旭
支
所
（
商
工
会
前
）
〜
那
賀

西
部
広
域
農
道
折
り
返
し
コ
ー
ス

１
㎞
〜
３
㎞
の
競
技
の
部

対
象　

小
学
生
以
上

料　

３
０
０
円

２
㎞
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

料　

５
０
０
円

旭
ふ
る
里
ま
つ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

問　

旭
教
育
課
（
☎
45
１
４
４
０
）

　

万
灯
山
公
園
に
恒
例
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
点
灯
式
を

開
催
し
ま
す
。
点
灯
式
で
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ア
ー
ト
パ
ネ
ル

の
展
示
や
市
内
合
唱
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
コ
ー
ラ
ス
、
ぜ
ん
ざ
い
の
配
食
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日　

11
月
23
日
㈷

点
灯
式　

午
後
６
時
〜

点
灯
期
間　

平
成
20
年
１
月
31
日
㈭

ま
で

※　

ア
ー
ト
パ
ネ
ル
展
示
は
12
月
26

日
㈬
ま
で

問　

㈳
浜
田
青
年
会
議
所

　
（
☎
㉓
６
６
４
４
）

万
灯
山
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　

金
城
町
波
佐
地
区
周
辺
を
探
検
し

ま
す
。
連
続
縦
堀
の
一
本
松
城
跡
と

古
戦
場
。
津
和
野
奥
筋
往
還
と
広
島

街
道
を
結
ぶ
峠
越
え
の
旧
往
還
。
古

代
遺
跡
や
古
墳
か
ら
近
世
ま
で
波
佐

の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
す
。

日　

11
月
25
日
㈰

集
合
時
間　

午
前
９
時
に
金
城
町
波

佐
小
学
校
前
に
集
合
。
午
後
２
時

半
頃
ま
で
散
策
。

料　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

山
歩
き
の
で
き
る
靴
や
服
装
で
参

第
67
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

加
し
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
中
止
。

問　

下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

　
（
☎
０
９
０‒

７
５
０
０‒

９
６
３
７
）

法定点検に基づく高圧計器取替工
事のため、臨時休館します。
日　11月19日㈪
　午前９時～正午 
問　石央文化ホール
　（☎㉒２１００）

石央文化ホール臨時休館の
お知らせ

ア
ク
ア
ス
か
ら

 
（
☎

３
９
０
０
）

棚
田
散
策

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in
来
尾

　

棚
田
風
景
の
中
を
歩
く
こ
と
で
農

村
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日　

11
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
正
午

集
合
場
所　

市
木
小
学
校

コ
ー
ス　

来
尾
集
会
所
周
辺

定　

１
０
０
人

料　

無
料

問　

浜
田
県
土
整
備
事
務
所
農
村
整

備
グ
ル
ー
プ　

福
井
さ
ん
（
☎
㉙

５
５
９
９
）



　浜田市立石
せき

正
しょう

美術館
浜田市三隅町古市場589（三隅中学校横）
■開館時間　午前９時～午後５時
　（金曜日は午後９時まで開館）
■休館日　毎週月曜日
　（月曜日が祝日の場合は翌日）
■電話…0855－32－4388

のお知らせ

藤
ふじ

袴
ばかま

（花言葉　優しい思い出）

　

石
正
美
術
館
で
は
、
初
め
て
石
本

正
先
生
が
自
ら
選
ん
だ
作
品
を
展
示

す
る
「
石
本
正
自
選
展　

感
動
こ
そ

我
が
命
」
を
好
評
開
催
中
で
す
。

　

画
業
60
年
を
超
え
た
石
本
先
生
は

ご
自
分
の
創
作
姿
勢
に
つ
い
て
次
の

石
本
正
自
選
展 

　
　

感
動
こ
そ
我
が
命

よ
う
に
話
し
ま
し
た
。「
ぼ
く
は
昔

か
ら
ち
っ
と
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

成
長
し
な
か
っ
た
の
が
よ
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
助
か
っ
た
な
あ
。

今
思
う
こ
と
は
、
純
粋
な
気
持
ち
だ

け
が
絵
を
描
か
せ
る
と
い
う
こ
と
。

本
能
の
ま
ま
自
由
に
表
現
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。」
そ
の
話
す
画

家
の
眼
は
青
年
の
よ
う
で
す
。

　

初
め
て
目
に
す
る
よ
う
な
鳥
や
花

の
作
品
も
多
数
出
品
さ
れ
た
会
場

は
、
感
動
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ど
う

か
こ
の
機
会
に
石
本
先
生
の
感
動
世

界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

前
期
期
間　

10
月
６
日
㈯
〜
〜
11
月

18
日
㈰

後
期
期
間　

11
月
20
日
㈫
〜
12
月
24

日
㈪

特
別
料
金　

一
般
７
０
０
円
（
団

体
６
０
０
円
）、
高
校
・
大
学
生

３
０
０
円
（
２
４
０
円
）、　

小
・

中
学
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）、

　

特
別
観
覧
券
５
０
０
円
（
県
内
・

広
島
県
内
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
・
中

国
新
聞
販
売
店
な
ど
で
販
売
）

関
連
行
事【
特
別
解
説
】

テ
ー
マ　
「
石
本
正
作
品
の
変
遷
」

解
説
者　

丸
山
智
学
芸
員

　

11
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
２
時

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
》（
鑑
賞
無
料
）

●
石
本
正
自
選
展　

感
動
こ
そ
我
が

命
会
期　

10
月
６
日
㈯
〜
12
月
24
日
㈪

《
主
な
も
よ
お
し
》

●
川
上
隆
子　

押
し
花
し
お
り
を
つ

く
ろ
う
★

11
月
３
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

●
新
田
芳
道
水
墨
画
教
室
★

11
月
４
日
㈰　

午
後
１
時
〜
４
時

●
石
正
美
術
館
ま
つ
り

11
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰　

終
日

●
光
の
器
を
つ
く
ろ
う

11
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

●
梅
野
美
和
子　

箏
曲
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
１
日
㈯　

午
後
２
時
〜
３
時

★
印
は
材
料
費
が
必
要

石正美術館まつり－しまね大道芸大会－
　みすみフェスティバルにあわせて石正美術館まつり（しまね
大道芸大会）を開催します。全国各地からやってくる大道芸人
と地元のパフォーマーの技と心をお楽しみください。
日時　11月10日㈯、11日㈰
料金　無料
主な出演者
切り絵たかし（切り絵）、
加藤みきお（マイム・クラウ
ン）、舞丸（見せ物小屋）、あ
まる（ジャグリング）ほか

※　出演時間や詳しい内容は石正美術館までお問いあわせくだ
さい。
遊びの広場　（輪投げや的あてなど楽しいゲームを用意してい
ます）
創作広場　（石州半紙の紙すき体験・光の器づくりほか）
フリーマーケット・バザー
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